
 

３月東北地方放送番組審議会休会の 

お知らせ 

 

 

地震の影響により、３月１７日(木)に予定していた東北

地方放送番組審議会は休会となりました。 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 番組審議会事務局 
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２０２２年２月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１７日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」についての調査結果を報告の後、最近の番組について報告があり、会議に入っ

た。会議では、まず、「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」

についての報告があった。引き続き、「２０２２年度東北地方向け地域放送番組編集計画

（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とする旨、

答申することを決定した。続いて、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、３月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

副委員長  南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐々木 裕司（東北電力株式会社 常務執行役員） 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

武田 靖子（株式会社ジョイン 専務取締役） 

永井  温子 (株式会社 Ridun 代表取締役) 

前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

松沢  卓生 (株式会社浄法寺漆産業 代表取締役) 

宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

 

          

（主な発言） 
 
＜「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」について＞ 
 

○  刺激的な番組編成にワクワクしている。今まで土日になかなかニュース番組を見る

ことができなかったので、報道番組の強化はありがたい。クローズアップ現代も放送

時間を午後７時３０分にすることで多くの人が見やすくなると思う。リスキリングや

リカレント教育など社会人の学び直しが言われている中、小学生に対するプログラ

ミング教育が必修化することや、２０２５年から大学入学共通テストに情報、プログ

ラミングやデータ分析などが含まれることで、若い人を中心にどんどん勉強が進んで
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いて、私たち社会人が逆に取り残されていくのではと懸念している。社会人になると

勉強の機会が限られてくるので、気軽に学び直しができる、または新しい知識を吸収

することができる機会を提供してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  大人の学び直しというニーズが高まっていることを我々も

意識しており、プログラミングなどは特にニーズが高く、少し

ずつ応えていきたいと思っている。４月からＥテレで「令和ネッ

ト論」や「ＮＨＫアカデミア」という番組が始まるが、「ＮＨＫ

ラーニング」という新しいプラットフォームでもご覧いただけ

るようにして、学び直しという面でも充実したコンテンツを届

けていく。 

 

○  最新のＡＩ技術なども駆使ということだが、具体的にどのように生かされていくか

想像できなかったので教えてほしい。また、視聴者には高齢者もいるので、皆がデジ

タルに親しめるような方法、ＮＨＫとのつながり方を考えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＡＩがＳＮＳ上のことばを自動的に検索し、どのワードがト

ピックスになっているかを識別するなど、ニュース番組などで

すでに取り入れているものもある。また、囲碁・将棋のような

番組も、どちらが優勢かなどわかりづらいため、ＡＩが判断し

可視化できるようにしたところ、見やすいという声もあり、そ

ういう工夫がさまざまな番組で生かせられないか検討している。

一方で、デジタルに詳しい人とそうでない人がいるので、デジ

タル弱者を作らないよう、デジタルへの接触の方法など、基礎

を伝える番組も検討していかなければならないと思っている。 

 

○  新型コロナウイルスの影響で経済的に困窮している子どもたちや、やりたいことを

できずに規制されている世代が、夢を持ちづらい世の中なので、若い世代に人気があ

るスポーツや新しい選手を取り上げる番組はとても楽しみにしている。時間帯などに

よりテレビが見られないこともあり、オンデマンドを活用しているが、デバイスに

よっては非対応などということもあるので、改善してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  若者たちが苦しんでいることには危機感を感じている。これ
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までヤングケアラーなどを扱ってきたが、今後も継続的に発信

していく。同時に、コロナ禍でも夢に向かい真っすぐ進む若者

たちを取り上げるドキュメンタリー番組なども予定しており、

公共放送としての役割を果たしていきたいと考えている。オン

デマンドに関しての要望は担当者に伝える。 

 

○  変化の激しい時代ほど教養やリベラルアーツなどが重要で、物事の原理原則に立ち

返ることや教養を高めること、歴史に学ぶことなどを通じ、変化に流されない確固た

る視座・視点を獲得していくことが大切だと思う。ＮＨＫは、教養番組、教育番組の

ウエイトが高く、過去の映像も含め実証的な番組が多いので参考にしている。今後も

幅広い知の体系や知識、あるいは教養などの学ぶきっかけを提供してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  これからも視聴者の期待に応えるコンテンツを充実させ、ま

た生み出さないといけないと考えている。視聴者のニーズを敏

感に感じ、柔軟に対応できるようなコンテンツを開発していき

たい。 

 
 

＜「２０２２年度 東北地方向け地域放送番組編集計画(案)」について－諮問－＞ 

 

○  人口減少などの地域課題について、当事者たちの生の声を大切にしながら、ＮＨＫ

ならではの調査力で調べてほしい。地域放送局で放送した番組を全国に向けて配信し

ていくという話があり、とてもうれしく思う。全国番組のみならず、各県発、東北発

の番組も、デジタルを活用しながら全国に届けてほしい。 

 

○  地域に密着した番組編成を意識しており非常に期待している。地域の課題を掘り下

げ、地域のよさや役立つ情報を発信することは、地元に住む人間として大事なことだ

と思う。全国へ発信できるようなクオリティの高い番組を制作し、東北のよさを全国

に伝えてほしい。東日本大震災からまもなく１１年になるが、今後、どのような社会

を作っていくべきかを議論すべきであり、また、新型コロナウイルスについても、今

後東北はどのような社会機構を作っていくべきなのかを議論しなければならないの

で、その議論の素材になる番組を提供し視聴者を啓発してほしい。 

 

○  新型コロナウイルスの影響で、各地域のイベントが中止になる中、感染防止につい

て工夫をしているイベントを取りあげた番組を見た。今後も新型コロナウイルスと共

存していくという意味でも、少し気をつけることで出かけることができ楽しみが増え
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ると思えるような報道や番組が必要だと思う。 

 

○  人口の問題を考えると地方から都市に女性が流出しているという全国的に非常に

大きな課題がある。地方消失防止の鍵は、女性が握っていると公共政策の分野でも言

われており、女性が住みたくなるような街づくりには、どのような可能性があるのか

など、番組を制作する際にはそういうジェンダーの目線も意識してほしい。また、東

北の中で新たに同性同士のパートナーシップ認定制度が始まる報道もされているが、

他の地域はどうなっていくのかなど、ＬＧＢＴをはじめとする多様な性についての視

点を積極的に番組に取り入れてほしい。 

 

○  地域のハブになるということに関して、放送で取り上げると、そこに新たなコミュ

ニケーションが生まれ、活動や取り組みがより広がっていくと思うので、つながりの

強化はぜひ実現させてほしい。一方で、ふだんの生活の中で、２０代を中心とした若

い人とのコミュニケーションが少ないと感じているので、世代を超えたつながりを創

出できるような取り組みをお願いしたい。また、防災に関しては、地域によって意識

がさまざまだと感じており、重要なトピックだと思う。ただ、防災ということばのイ

メージは、とても大きく、身近に感じにくい。どちらかというと、個人的には災害が

起こったときに副次的に起こる危険から身を守るという、減災のほうが意識を向けや

すいと思った。 

 

○  地産の食べ物や製品など、まだ見過ごされている地域資源は多くあるので、積極的

に全国に発信してほしい。課題である若年層に対してのアピールや視聴がなかなか進

んでいないという点では、ＳＮＳの活用は欠かせないと思う。いつでもどこでも見る

ことができる時代なので、ＳＮＳを使うなど、視聴者が好きなときにＮＨＫのコン

テンツに触れられるような環境の整備が大切だ。地域局も番組ごとにＳＮＳのアカウ

ントを持ち、深い情報を発信していくことなども検討してはどうか。 

 

○  若者を応援する機運を高めてほしい。今回さまざまな説明の中で、ＳＤＧｓの次の

キーワードだと言われているウェルビーイングということばが一度も出てこなかっ

た。東北はよりよく生きるということに対する指標が低いと言われており、それを若

者が知ったとたんに、魅力や希望、可能性を感じなくなるのではないかと危機感を

持っている。先の見えない時代で、ＶＵＣＡなどのキーワードが並んでおり、若者は

将来に対して不安を抱えているが、さまざまな可能性を示すことで、考え方は変わり

希望も持てるようになる。そういった面で、番組を通して、東北に広めていけるよう

なきっかけづくりをぜひ考えてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  東北の魅力は、すばらしいと感じている。若者をしっかりと

応援していかないといけない。ジェンダーや人口減少の問題も

ある。多様な番組をお届けし、ＮＨＫが、視聴者にとって身近

な存在になっていきたいと思っている。 

 

 

○  諮問された「２０２２年度東北地方向け地域放送番組編集計画(案)」については、

委員の意見の趣旨が番組編成に生かされることを前提に、原案を可とし、答申をした

い。 

 

○  異議なし。 

 

（ＮＨＫ側） 

  答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画につい

て決定し、３月の審議会で編成計画についてご説明したい。 

 
 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １月２８日(金)の東北ココから「急拡大 新型コロナ“第６波”～徹底検証 東北

の備え～」は、感染者や医療従事者への差別、偏見の問題から、東北の根深い課題を

浮き彫りにしていた。医療従事者の９割が、差別、偏見を感じ、離職についても３割

の人が考えるということで、どのように周囲の意識を変えていくか、コロナの備えよ

りも、アフターコロナを見据えての備えが必要だと思った。闘うべき敵は人ではなく

ウイルスだという戒めのことばもあったが、同調圧力や無意識の思い込み、心理的安

全性など、よく聞かれることばの理解が進んでいなかったり、またそれに気づいてい

ない人も多くいたりするのではないかと感じた。コロナ禍で、経済や教育、情報に加

え、意識の格差も広がっており、この意識を変えることが、地域の将来、持続可能な

地域づくりに影響するということを、今後の番組を通して伝え続けてほしい。 

 

○  １月２８日(金)の東北ココからは、東北ならではの部分にフォーカスした番組だっ

た。地方における具体的な医療連携の取り組みを知ることができ、また差別や偏見の

問題を正面から取り上げていたことが印象的だった。新型コロナウイルスに感染した

人の体験談やＮＨＫによる医療機関の緊急アンケートなど、多角的に検証しており、

東北のよさが逆に差別助長につながる可能性があることや、感染防止に向けたヒント
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を提示していたことが意義深かった。スタジオで原稿を読んでいる記者が緊張してい

る様子が少し気になった。 

 

○  １月２８日(金)の東北ココからを見た。差別に関して、東北は仲間意識、助け合い

意識が強いと思っていたが、逆に内と外を分ける意識を先鋭化しているという仮説も

提示された。平時ではなく有事だからこそ、人間性や共助の本当の姿が見えると思っ

ていたので、残念に感じた。東北自体は仲間意識が強いので、うまく転じれば、災い

転じて福となすことができるというコメントがあり、希望も持てるような内容になっ

ていた。 

 

○  １月２８日(金)の東北ココからを見た。東北ならではの視点で、医療人材を確保す

るためのシステムについてと、偏見、差別などを取り上げていて、勉強になり、気を

つけようと思った。個人的には、自宅療養が増える中で若い人が注意することや、陽

性と診断されるとその後の流れはどうなるのかなどについても紹介してほしかった。 

 

○  「ニュースこまち」の中の秋田各地から中継をする「こま得」コーナーは、実際に

住んでいても知らない魅力を幅広く伝えており、特に人にフォーカスした部分が、等

身大の目線で有益な情報を提供していると思う。県内各地の人やこれまで知らなかっ

た取り組みに出会えることを楽しみにしている。また、ホームページ上でニュースこ

まちライブラリーとして映像を一部掲載しているが、掲載されるものはどのような基

準で選ばれているのか。また、期間限定でも掲載本数が増えるとうれしい。 

 

○  １月１６日(日)のＮＨＫスペシャル「証言ドキュメント 永田町・権力の興亡 コ

ロナ禍の首相交代劇」は、菅元内閣総理大臣の退陣から岸田内閣総理大臣の誕生まで

の一連の動きを、国会議員を中心に、関係者の話を振り返っており非常に見応えが

あった。話をつなぎ合わせていくと政局の全体像が浮かび上がってくることが、政界

ドキュメントのおもしろさで、この番組も全体像が徐々に浮かび上がってくる部分は

興味深かった。番組構成自体は控えめだが、そこにうごめく政治家の思惑はリアルに

伝わってきて、それが証言で裏付けられていく過程に、権力闘争のすさまじさを感じ

た。このような番組は誰が何を語ったかだけではなく、誰が語らなかったのかを気を

つけて見ることが大切だと思った。 

 

○  １月２５日(火)の視点・論点「オミクロン株の第６波を乗り越えるために」では、

オミクロン株の性質や対策をわかりやすく説明していた。特に対策については、感染

予防策の基本の徹底やブースター接種の重要性など簡潔に説明しており、合理的で冷

静な注意喚起だと思った 。疫病は正しく怖がることが大事だと思うので、正しい
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情報・最新情報は視聴者にとって有益だ。引き続き見直しをしながら放送してほしい。

また、１月２９日(土)のドキュメント７２時間「看護専門学校 ナイチンゲールに憧

れて」を見た。コロナ禍だからこそ人の命を守る看護は重要な仕事だと志望動機を述

べる若者の姿を映しており、未来に希望を感じ、人の志の尊さも感じ取れた。 

 

○  １月２４日(月)の視点・論点「２０２２年 国際リスクを展望する」を見て、中国

のゼロコロナ政策が国内経済と世界経済に及ぼす影響についてもう少し知りたいと

思ったところ、翌２５日(火)の時論公論「中国 ゼロコロナ政策に潜むリスク」でわ

かりやすく説明しており、その番組間の連携はさすがだと思った。全体像や課題をふ

かん的に見ることができ、ＮＨＫの体系的な問題意識や取材力、番組編成の巧みさを

感じた。 

 

○  ２月６日(日)の連食テレビエッセー きみと食べたい(再)「岩手県・遠野編」(Ｅﾃﾚ 後

3:45～4:10)は、すでに何度も再放送されている魅力的な番組だ。俳優の杉咲花さんは

若者に人気で、連続テレビ小説でも主役だったため、幅広い年齢層から受け入れられ

る人だと思う。またフードエッセイストの平野紗季子さんも、新鮮で、それでいて違

和感がないことばづかいで、さすが作家だと思った。料理や食材の映像がとても芸術

的で、料理番組とは思えなかった。地域の食材もさまざま登場し、自家製の納豆やど

ぶろくなど発酵食の奥深さも十分に伝わってきた。 

 

○  ２月１１日(金)のニッポンの里山 ふるさとの絶景に出会う旅「いぶりがっこ作り

が育てる森 秋田県 横手市」は、いぶりがっこという文化を通じて、人と自然がど

のように共生しているのか、きれいなビジュアルからも伝わり見応えがあった。テー

マからは少し外れるが、郷土料理について、世代を超えて伝えていくことに、私も課

題を感じているので、人と自然が共生し続けるために、いぶりがっこの文化をどのよ

うに継承しているのかをもう少し知りたかった。 

 

○  ２月１２日(土)のウワサの保護者会「努力してほしい！」を見た。ヒントになるこ

とが多く、子どもの主体性を前提にしたアドバイスにあふれたすばらしい番組だった。

努力をしてほしいというのは、周りの大人たちが子どもに期待することだが、実際、

大人は結果を出してほしいという気持ちが強い、ということがサブテーマのようで、

はっきりとは打ち出さないものの、しっかり伝わってきた。大人のエゴイズムで子ど

もを振り回さない、子どもに寄り添った説得力のある番組構成になっていた。この番

組は、いつも難しいテーマに正面から挑んでいるが、特にこの回は難しいテーマだっ

たと感じた。 
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○  ２月１１日(金)の星野源のおんがくこうろん(１)「Ｊ・ディラ」(Ｅﾃﾚ 後 10:30～

11:00)を見た。アーティストの星野源さん視点での音楽番組ということで、個人的に

熱望していた。アーティストのＪ・ディラさんを取り上げており、深掘りして曲のよ

さや音楽のすごさを語っていたが、かなりマニアックで内容が入ってこなかった。

Ｊ・ディラさんと星野さんの曲を聴き比べると、星野さんが影響を受けて自分の楽曲

に生かしていることや、Ｊ・ディラさんの楽曲を研究していることがわかり、ファン

は星野さんのルーツを知ることができうれしいのではないかと思った。ただ、この番

組がどの年代をターゲットにし、番組を通して何を伝えたいのかがぼやけている気が

した。 

 

○  ２月１１日(金)新日本風土記「北上川」を見た。この番組のオープニングの映像や

バックから響く少し野太い謡が印象的で、毎回日本はよいと思いながら見ている。北

上川はなじみ深い川だが、今まで意識したことはほとんどなかった。舟の運送やそれ

によってもたらされたものの中には、文化や宗教もあり、それが現在も岩手、宮城に

多くあることなど、番組を見て初めて知ったことがいくつかあった。岩手が生んだ２

大文人である作家の宮沢賢治の名前が全く出てこなかったのは残念だった。宮沢賢治

が名づけたイギリス海岸がまさに北上川で、関係性が深いにも関わらず出番がなかっ

た。また、北上川といえば名曲「北上夜曲」があるので、和田弘とマヒナスターズの

「北上夜曲」が聴きたかった。 

 

○  北京オリンピックについて、多くのクレームが来ていると思うが、スノーボード男

子ハーフパイプ決勝のサブチャンネル切り替えの件は何とかならなかったのか。一方、

毎回オリンピックを見るたびに思うが、実況についてはしっかり勉強されていて、と

てもわかりやすかった。 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２２年１月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、２０日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京

五輪」の内容について報告があった後、放送番組一般について活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

副委員長  南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐々木 裕司（東北電力株式会社 常務執行役員） 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

武田 靖子（株式会社ジョイン 専務取締役） 

         前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

          

 

（主な発言） 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

 

○  １２月２６日(日)の「限界集落 住んでみた たっぷり５９分版！」(総合 前 9:00

～9:59)を見た。１１月の番組もおもしろかったが、そのよい部分が拡大版にも引き継

がれており、映像の美しさや笑いに彩られたやり取りを楽しませてもらった。ベテ

ラン・若手ディレクターそれぞれの良さが出ており、ベテランディレクターによる集

落を探訪しながら取材しレトルトの食事をとる姿と、若手ディレクターの集落に溶け

込み住民の素の姿を引き出しながら、民宿で豪勢なもてなしを受けるというコントラ

ストも非常におもしろかった。同じ限界集落でも、山と海の集落それぞれがオムニバ

ス的に登場し、特徴の違いをうまく捉えていた。山では、霧に包まれて煙る情景が神

秘的で荘厳な雰囲気を醸し出していた一方で、海は太陽に照らされ明るく、平時は豊
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かで人に恵みをもたらすが、時には荒れ狂ってすべてをさらい尽くす厳しさもあり、

それぞれの背景によって住む人の雰囲気も少し違うと感じた。風土が人の気質をうま

く形作るということや雰囲気をうまく伝えていたと思う。限界集落に共通しているこ

とは、自然の恵みを享受し、住民同士が家族のように気遣って生活し、かつてあった

日本の原風景を継承していることで、社会の結びつきが弱り文明に依存した我々の生

活にない豊かな生活をうまく描いていた。出演した人たちの笑いが絶えない姿がすば

らしく、笑いは長寿、健康の秘けつだと改めて思った。仙台は人があふれている都会

だが、一歩離れると身近に限界集落があるという現実を感じ、企業として社会問題の

解決にどう取り組んでいけるかということも大事な課題だが、本当の課題や解決の方

向性を見つけるために、実際に現地に入り込んで観察するフィールドワークの重要性

も感じた。 

 

○  １２月２６日(日)の「限界集落 住んでみた」は非常におもしろく、ラストの場面

では、泣き笑いしながら見た。ベテランと若手ディレクターのコントラストが印象的

で、何より限界集落という一言で括れない多様な姿が見えたことがとてもよかった。

２か所を対比しながら見ることで、その多様性が明らかになっていた。これは文化人

類学や民俗学のフィールドワークでも共通した手法であり、ぜひシリーズ化を検討し

てほしい。東北にはまだまだ限界集落があり、同じ場所でも季節によって見えるもの

が変わってくると思うので、定点観測も含めて楽しみにしている。 

 

○  １月１日(土)のみちたん～ああ！すばらしきセカイ～「新春スペシャルで４２回目」

(総合 後 3:23～4:06)を見た。この番組は取り上げるネタに依存する部分が大きいが、

そうでなくても深掘りし広げていくとおもしろいということがよくわかった。狭い範

囲の話題をかなり広げた場面や、見応えがある場面もあり展開がすばらしい。肩ひじ

張らずにツッコミながら見ることができた。一部見逃した企画があったので、もし再

放送があれば、ぜひ見たいと思う。 

 

○  １月７日(金)の東北ココから「あの日、何をしていましたか？」を見た。全国から

1,400 に及ぶエピソードの投稿があったということで、数の重みを感じた。一つ一つ

のエピソードについては、感情を深掘りするというものではなく、淡々と当時を振り

返っていたのが印象的だった。俳優の夏木マリさんの朗読が、独特の間とリズムで感

銘を受けた。自分が想像しているスピードと朗読のスピードにずれがあり、その

ギャップが生まれたことで、空気の重さや質を感じた。聞く側もとてもパワーが必要

だったので、すべてを朗読するのではなく、ポイントで夏木さんが出ているというバ

ランスもよかった。 
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○  １月８日(土)と１５日(土)の「印度カリー子の“みち”との遭遇」(総合 11:00～11:10)

を見た。取り上げた食材が、まさかの寒天、ダダミということに驚いた。テーマ設定

がユニークで、ターメリックは魚介の臭み消しに有効であることなど知識を得ること

もでき、さすが科学の力で考えた調理法だと思った。意表をつかれた食材の組み合わ

せで、放送時間は１０分だったが、レシピも公開もしてくれた良質な紀行グルメ番組

だった。未知の世界を気軽にかいま見させてくれる番組だったので、いずれ出張版で

全国放送があってもおもしろいと感じた。 

 

○  １月８日(土)の「印度カリー子の“みち”との遭遇＃１ 寒天×カレー」は、非常

におもしろかった。スパイスは流行しているが、使い方が難しく、どのように扱えば

いいか疑問を持って見た。スパイス研究家である印度カリー子さんはとてもおもしろ

いキャラクターで、テンポやノリもよく、番組出演に慣れていると感じたが、東京大

学の大学院卒の研究家だと知って驚いた。スパイス料理を作る過程で、科学者として

のコメントやポイントもあり、主婦目線でも説得力があった。１０分番組の中に、料

理、実験、バラエティーの要素が入っており、イラストや字幕も非常にかわいらしく、

番組の中で引き立っていた。 

 

○  １月１４日(金)の東北ココから「“生”のアートは問いかける」を見た。アール・

ブリュットやアウトサイダーなどと呼ばれる、いわゆる美術教育をしっかりと受けて

いない人たちのアート作品に興味があったので、作品の力にとても引きつけられた。

アーティストにとって、表現することと日々生きていくことは密接に結びついてお

り、作品から得るものも、見た人の置かれている状況や心境により見方や感想が全く

異なり、非常におもしろかった。置かれている境遇や新型コロナウイルスなどの社会

の影響と思えるものもうかがえ、そのあたりも今日的だと思った。２７分という短い

番組だが、アーティストの創作風景や思い、作品を見た人たちの感想などが過不足な

くまとめられていた。 

 

○  １２月３１日(土)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」(総合後 7:30～8:55、9:00～11:45)

を見た。毎年楽しみにしており、今年は紅組白組という概念をなくしカラフルという

テーマで行われたが、番組全体を通して、この１年を音楽で振り返るという意図が伝

わってきた。日本の偉大な音楽を残してきた人びとの歴史を音楽と関係づけ、どのタ

イミングでどの曲が流行したかなど、日本の音楽を振り返りながら、今年を象徴する

ような音楽を聴くことができ、感動が大きかった。日本が誇るアニメやゲーム、音楽

と紅白歌合戦のコラボレーションも胸が熱くなった。会場の中だけではなく空間をう

まく使った演出にも新しい試みとこだわりを感じた。今回の視聴率はあまりよくな

かったようだが、私は新しい挑戦でよかったと思う。また、今回は若い人も楽しめる
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内容になっていたが、一方で、紅白歌合戦は演歌というイメージもあり、今回はそう

いう選曲が少なかったという印象を受けた。 

 

○  １月５日(水)の歴史探偵「黄金の国ジパングを探せ！」は、盛岡や気仙沼を取材し

て、東北地方にはなぜ金山が多いのか、なぜ大きな金塊が出るのかといったことに対

し、専門家が地質の特徴も交え解説してくれており、とてもわかりやすかった。東北

だけにとどまらず、タイ仏教の黄金文化に影響を与えていたことを初めて知った。東

北がその当時からグローバルに金という資源を供給していたということも興味深

かった。東北に金や漆があったことが、東南アジアの仏教に影響を与えたかもしれな

いと想像力をかき立てられた。 

  司会を務めた俳優の佐藤二朗さんは非常におもしろい人だが、今回は淡々と進行し

ており、もう少しリアクションがあってもいいと感じた。 

 

○  １月６日(木)のクローズアップ現代＋「“オミクロン株”水際の攻防▽羽田空港の検

疫に密着２か月」を見た。日本国内で感染が流行する以前からの密着取材で、貴重な

取材映像になったと思う。感染の水際対策が甘いと言われることに対して、厚生労働

省の職員が出演し強く訴えていた姿が印象に残った。感染者が急激に増え慌ただしく

なっていく様子がリアリティーにあふれており、これまでの新型コロナウイルス感染

症のニュースではあまり見ることができなかった空港の検疫所の様子が一部公開さ

れ、実際の様子を知ることができ勉強になった。旅客からの叱責により頭を下げてい

るシーンを見たときは、東日本大震災のときに給水所に並んだときにののしり声を浴

びせられていた町役場の職員を思い出した。優しく接したいという思いと、日本の玄

関口を何とか守りたいという責任感との葛藤がテレビの映像から伝わってきた。

ニュースで保健所や医療現場の話題を見ても感じるが、現場レベルで何か援助ができ

ないか、そういうシステムをなぜ構築できないのかということを知りたいので、掘り

下げて放送してもらいたい。将来のある子どもたちへの、経済的困窮、精神的苦痛が

大き過ぎることを懸念しているので、新型コロナウイルスにより、感染以外に受けた

悪影響などを徹底取材した、ＮＨＫならではの番組を見たい。 

 

○  １月８日(土)ブラタモリ「南極～なぜ人はわざわざ南極を目指す？～」は、インカ

メラＶＦＸ技術の裏側を見せてもらい、行ったつもりというパターンの新しい試みで

楽しませてもらった。新型コロナウイルスの影響により海外ロケが難しい中で、工夫

を凝らし、通常の日本全国という枠を飛び出し南極へという発想自体おもしろく、テ

レビの可能性を感じた。地形や歴史に関して、子どもと共に楽しみながら地球環境の

ことや人類の挑戦について学びを深めることができたので、引き続きＮＨＫの強み、

技術を生かした挑戦を続けながらさまざまな地域の魅力を伝え続けてほしい。 
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○  １月１１日(火)のバタフライエフェクト あの日があるから今がある「佐藤健・神

木隆之介が歴史の連鎖追体験」(総合 後 7:57～8:42)は、現代史のさまざまな出来事を

バタフライエフェクトという視点から取り上げた見応えのある番組だった。一つ一つ

の出来事の根底にあるものは、挑戦する飽くなき意志や愛といった、人間の誰もが

持っているものであり、歴史上、そういうものを原動力にした出来事の積み重ねが大

きなものになっていくということがよくわかり、納得できた。歴史が苦手な人や興味

がない人にとっても、この番組は非常によい教材になると思う。俳優の佐藤健さんと

神木隆之介さんの二人と一緒に、推理しながら次の展開につなげるという構成も効果

的だった。 

 

○  １月１２日(水)のあさイチ「教えて名店さん！永久保存版“いちご使いの技”」を見

た。ゲストで出演していたアイドルの大橋和也さんは、司会でお笑い芸人の博多華丸

・大吉さんとのコンビネーションもよく、料理ができる男性アイドルということで番

組との相性もよかった。老若男女に好かれるキャラクターは、最近の番組に合ってい

るので、新たなファン層の獲得や若者のテレビ・ＮＨＫ離れを食い止めるという意味

で、こういう人を積極的に起用することはヒントになると思う。身近では、ふだんＮ

ＨＫを見ない人が見ていたり、番組の反響が大きかったりしたと聞いているので、今

後も多角的な戦略を取り入れていってほしい。 

 

○  １２月２７日(月)の「岸辺露伴は動かない」(総合 後 10:00～10:49)を見た。１２月

に仙台放送局の１階で開催されていた「ドラマ 岸辺露伴は動かない展」を観覧し、

興味を持ち視聴した。原作を読んだことはなかったが、非常に楽しめるドラマだった。

直前に、前年に放送された回が再放送されたため、初回から順を追って見ることがで

きた。このドラマは、遠野物語の世界観を意識しているということで、確かに遠野ら

しい山奥の雰囲気がよく出ていた。岸辺露伴を演じた俳優の高橋一生さんの演技は本

当に奇抜で引き込まれた。各話で登場するゲスト俳優も、とても個性的で主役に負け

ておらず、ドラマの世界観に溶け込んでいた。実写化が難しいと言われている中で、

高橋さんの演技は見事にキャラクターを体現していた。 

 

○  同じく１２月２７日(月)の「岸辺露伴は動かない」を見た。全く前情報がない状態

で、岸辺露伴というキャラクターがどんな人物かわからないまま、真っさらな気持ち

で視聴したが、見ているうちに不思議な世界観に引き込まれ、特に高橋さんの演技が

キャラクターを引き立たせており目が離せなかった。１話ずつでもしっかり話がまと

まっており見やすかった。 
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○  １２月２８日(火)の「岸辺露伴は動かない」を見た。５話から見てしまったので、

内容が飲み込めず、何がおもしろいかわからなかったが、改めてＮＨＫプラスで１話

から見返してみると、楽しく見ることができた。奇抜でなかなか内容に追いつけない

ところもあったが、これを実写化するというのは英断だったと思う。 

 

○  １月９日(日)の鎌倉殿の１３人(１)「大いなる小競り合い」を見た。脚本家の三谷

幸喜さんの大河ドラマを初めてみるので楽しみにしている。初回はコメディータッチ

が多く、時代劇らしくないと思う部分や、現代風になっているせりふにより会話が軽

く感じるところに違和感をもった。配役について、北条政子役で俳優の小池栄子さん

がぴったりなイメージだった。また西田敏行さんの演技も楽しみに見ていきたい。 

 

○  １月１日(土)の香川照之の昆虫すごいぜ！お正月こそ見たい「ザ・完全変態」(Ｅﾃﾚ 

前 9:00～9:44)は、学びが多く楽しく見させてもらった。毎回昆虫のことに加え自然

環境についても触れているので、子どもたちだけではなく大人も学べるよい番組だと

感じた。今回は未公開シーンも含めての放送で、俳優の香川照之さんの昆虫愛を感じ

るとともに、昆虫の生態も学ぶことができ大変勉強になった。ふだん興味がない昆虫

も、香川さんが紹介することで興味が沸き、昆虫がいかに尊い存在であるかに気づか

された。自然がある場所だけではなく都会でも昆虫は捕れるということなど、新たな

視点で昆虫に触れると、番組がもっとおもしろくなりそうだと思った。 

 

○  １月１９日(水)のヒャダ×体育のワンルーム☆ミュージック「踊りたくなる曲の作

り方×白濱亜嵐」は、自室からパソコンやスマホで音楽をつくるという世界や、制作

過程を見せる取り組みがおもしろかった。Ｅテレという枠の中で、教育を広義で捉

え、遊び、学びのコンセプトでテクノロジーやデジタルと連携しながら新時代のニー

ズに適応した番組制作に好感が持てた。過去見逃した放送もあるので、オンデマンド

やＤＶＤ化などを検討してほしい。 

 

○  １２月２６日（日）のＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」(ＢＳ

１ 後 10:00～10:50、11:00～11:49)の字幕の一部に不確かな内容があったとのこと

だが、事実と確認できていない内容が字幕として流れてしまったというのは、非常に

ゆゆしき事態だ。取材した人の中に、思い込みはなかったか。意外なことがあれば、

ふだん以上に確認を行うはずなので、思い込みを排除して報じることが基本だと思う。

正確性を大事にする報道を心がけてほしい。 

 

○  １２月２７日(月)のＢＳ１スペシャル「五輪の厨(ちゅう)房密着８００日選手村食

堂の秘められたドラマ 語り 毎熊克哉」(Ｅﾃﾚ 前 1:00～2:39)を見た。全国から精鋭
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の社員が集められてチームを組み、アルバイト採用、食材調達、メニュー開発、調理

の盛り付けマニュアルの作成や新型コロナウイルスの感染対策を意識した食堂の動

線やオペレーションの試行錯誤など、見どころが満載でその大変さをドラマ仕立てで

うまく伝えていた。食堂の料理は、選手たちが一番楽しみにしており、五輪の評判を

左右するほど大切なものだが、責任者である料理長も「自分はオリンピックを背負っ

ている」と話しており、彼らの使命感とプライドを感じた。１時間４０分の長編ドキュ

メントで、当初やや見ることをためらったが、編集に無駄がなくテンポのよい仕上が

りで、見始めたらやめられず最後まで見ることができた。本当にすばらしい内容だっ

た。 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１２月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１６日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、東北ココから「限界集落 住んでみた」も含め、放送番組一般につ

いて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

副委員長  南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

          前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

松沢  卓生 (株式会社浄法寺漆産業 代表取締役) 

宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

          

（主な発言） 

 

＜東北ココ から 「限界集落 住んでみた」(総合 １１月２６日(金)放送について＞ 

 

○  チャレンジングな番組で楽しく見ることができた。限界集落と呼ばれる土地で、ど

のような人がどのように暮らしているか知りたくなった。地域に潜り込み、あるがま

まを見て、知って、伝えるという思い切った企画だった。人の温かさや星空の美しさ

に癒やされ、大事なものは、自分たちで守って暮らし続ける人びとの姿やその丁寧な

生き方から、気づきをもらえた。視聴者が、地域の暮らしへ関心を持つきっかけになっ

たのではないか。体験してみることのパワーは本当に大きく、「住んでみた」という

ことに敬意を表したい。 

  一方で、「住んでみた」という挑戦自体の新しさはあったが、限界集落や田舎暮らし

の魅力を視聴者が知るという部分では、目新しいとは言い難い。今回の番組の趣旨と

は異なるかもしれないが、これからも日本は高齢化が進むことが確実で、日本各地の

町にとっても、東北発でヒントを届けられることがあると思うので、限界集落からの

価値観提供という視点での番組づくりも検討して欲しい。 
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○  大変温かい気持ちになり、特に手まめな暮らしをしている姿に見ていて頭が下がっ

た。娯楽番組として見るにはよいが、研究的な視点で見ると、カメラを向ける人が幻

想を押しつけるという構図に陥るリスクがあり、カメラを向ける人と向けられる人の

非対称性を感じた。限界集落のよさを描いてはいるが、ではなぜ限界集落になったの

か、普段の買い物や通院などの苦労やそれをどう乗りえているのかなどいろいろなこ

とが頭に浮かんだ。今回の番組に限らず、カメラを向ける側は、編集できる力を持っ

ており、向けられる側との対称性がある。制作者側にも、限界集落の魅力を届けたい

という思いと、単に限界集落に住む人の暮らしを消費しているだけではないかという

思いとの葛藤があるのではと思った。娯楽番組として何がふさわしいか答えはない

が、幻想を押しつけていないかどうかのカメラを向ける側の葛藤などもかいま見える

と、番組に奥行きができたのではないか。 

 

○  番組として新たな鉱脈を発見したと感じ、大変おもしろかった。限界集落というと

マイナスなイメージがあるが、そこで暮らしている人たちにとっては、限界集落かど

うかは関係がなく、代々暮らしてきた歴史や伝統があって、それを守りながら生活を

続けているにすぎないということを感じ、示唆に富んだ番組だった。あることをき

ちんと知るにはその近くに長くいることが取材の鉄則だが、それは理想論で、実際に

１か月となると、かなり難しい。それをやりきったのが、この番組のすごいところだ。

地域の人たちとの距離感が日を重ねていくにつれて縮まっていく様子がカメラを通

して伝わってきた。ローアングルな映像が多く、地域の人たちに向き合う取材側の姿

勢を感じ、個人的にはそのあたりが好感を持てた。また、実際にカメラを回して取材

ができるようになるまでどのくらいの日数がかかったのか疑問だった。行ってすぐ取

材することができたのであれば、それは取材する側の懐に入る力と地元の人たちの受

け入れる側の懐の深さによるだろうと思い、気になった。 

  後日、拡大版を放送するということでよかったが、２７分では短く、もう少し見た

かったという気がした。 

 

○  限界集落という言葉にマイナスなイメージを持っているが、番組からは、何と幸せ

そうなのだろうという印象しかなく、見ていて心地よく、穏やかな気持ちになれた。

限界集落なのに、なぜきれいに整備されているのかと驚いた。番組内でも、この集落

を出て行った人たちが毎回戻ってきて整備していると話していたが、これほどきれい

に家も景観も整備されているのは、この集落に何か特別な思い入れがあるからなの

か、生まれ育ったということ以外に何か違う理由があるのか、出て行ってしまった家

族たちの思いを知りたかった。この景観や集落維持の仕組みについて、限界集落と呼

ばれる地区にとっての大きなヒントになるのではと思ったので、続編があればそうい

う部分も触れて欲しい。今回の干蒲地区の放送は、限界集落に住んでいる身としては
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とても希望が持てる内容だった。 

 

○  限界集落の課題を深刻に浮き彫りにするとか、社会的な課題を掘り下げるという形

ではなく、リアルに集落に入ってそのローカルの取り組みや営みを取り上げていくと

いう構成は新しいと感じた。ナレーションが俳優の皆川猿時さんで、東北らしく味が

ありとても親近感があった。七ヶ宿町の干蒲という地名について、私は初めて聞いた

地名で由来も知りたかったので、冒頭で紹介があるとよかった。手まめな仕事から生

まれるワラビの乾物、菊や里芋の茎などの食材を使うことで、どのような料理になる

のか興味が湧いた。限界集落といってもそれぞれ特徴があり、失われていくことは残

念だ。番組の趣旨として、深刻なテーマとして取り上げていない分、見る側に考えさ

せる部分が多く、１０年後この集落がどうなっていくのか、鏡清水もきれいに管理し

ていけるのかなど、想像させられるところが大きく、自分はそこから深刻さを感じた。

後追いの取材をし、その後を見せて欲しいと思う。アーカイブになっていくことで、

将来的に財産になる映像だ。東北には多くの限界集落があり、そのすべてを記録した

いところだが、せめて東北各県の代表的な場所だけでも取り上げてほしいと思った。 

 

○  新しいＮＨＫやチャレンジという言葉を事前に聞いていたが、大変おもしろい番組

の構成だった。ぽつんとある限界集落というのは、民放を思い出すような言い回しだ

が、限界集落とは何だろうという目のつけどころがよかった。カメラを通して感じる

澄んだ空気やきれいな水、何より住民の方の素敵な笑顔や生活に癒やされた。集落で

生活することの大変さや寂しさというイメージは残らず、限界集落という名前から感

じる、住めないような場所というイメージが変わる番組だった。疲れ切った生活を送

っている人たちがこの放送を見ることで、移住したい、きれいな土地を守りたいと思

う人も出てくるのではと思うほど、よい部分を前面に出した２７分だった。テントを

畳むシーンが出てきたとき、もう終わりなんだと思ったくらい非常におもしろかっ

た。この番組が拡大版などの番組を通して限界集落と呼ばれる地区への興味や問題提

起につながって欲しいと思うとともに、ほかの地方の限界集落と呼ばれる地域も見て

みたいと感じた。気になったところは、「押しも押されぬ限界集落です」という言葉

だが、正しい日本語ではないので、そこにチェックが入らなかったのが残念だった。

また、食品の商品名が見えており、作り方を失敗してしまったのだとは思うが、「ま

ずい」と言ったのはよくないのではないか。 

 

○  自分が限界集落という言葉にマイナスなイメージを持っているからか、地域名が出

てこないかもしれないと思っていたが、しっかり出てきたことで地域性がわかってよ

かった。この番組だけではなくＮＨＫ全体に対して言えることだが、品のよいおもし

ろさがあると思う。限界集落に行って視線をどこで合わせるのかなど、難しいことも
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あると思うが、多くの人々はそこまで考えていないと思うので、今回くらいでよいと

思った。限界集落に住んでいる人たちが非常に元気で、村を切り盛りしている姿を見

て頼もしく感じた。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた) 

 

○  今日的課題について、実際に生活を共にして、肌で限界集落の現状と課題を探ると

いう企画が非常におもしろく興味深いテーマで、最初から引き込まれた。限界集落と

いう言葉は、地方消滅の危機などセンセーショナルな形容詞と共に報じられることが

多く、悲観的な社会問題として捉えられがちだが、今回の映像を見ると、全員が元気

ではつらつとしており、思いやりや助け合いや仲むつまじく笑う姿が絶えず、限界集

落のイメージが一変した。都市部に住む我々が失ってしまったものがあったのではな

いか。また、大切なものは自分たちで守るという、まさに日本古来の里の伝統がそこ

には脈々と受け継がれていた。入れ替わり立ち替わり人々が現れて、各々の個性もう

まく表現されており、テンポのよい構成だった。一番おもしろかったのは、鏡清水を

掃除している人のシーンで、水がたまるまで気になりながらのんびり待つ姿がコミカ

ルでかわいらしかった。せせこましい都会のリズムに合わせて我々は待つということ

を忘れてしまってはいないか。そんな訴えもこのシーンで感じ取ることができた。最

後の「限界ってなんだ？」という問いかけは秀逸で、視聴者が一様に感じた思いを代

弁してくれていた。高齢化で里の機能維持は年の経過とともに難しくなり、負の側面

も大きいことは事実だが、いかに心豊かに生きるかという観点で見ると、人は、都市

部の社会で生きることで人とのつながりを失い、心や精神面での限界集落と化してい

るのではないかと思った。人間の生き方や社会のあり方を考えさせられる番組だっ

た。 

 

○  限界集落という社会課題、ネガティブワードという見方を一度外して、実際はどの

ような地域で、どのような時間が流れているのか、また、そこで暮らす人の姿や日常

を見てみたいと興味がわいた。住民の家に間借りするか空き家を借りることなどを想

像し、台所やお風呂など家の間取りも含めて生活感が出るような取材かと思っていた

が、空き地にソロキャンプということで、かなり無謀だと感じた。しかし、住民のほ

どよい距離感から関係性を築いていく過程も見どころになった。限界集落という言葉

に荒れて寂しいイメージがあったが、そこに住む人が愛情を持って、目や手をかけ大

事な水源を維持したり、冬の保存食を作ったり、地域にどっしりと根差した生活や生

き方を見て豊かだと感じた。そして、改めて自分自身の時間や生活を振り返る機会に

もなった。新型コロナウイルス感染症の影響で、生き方や価値観を見直す人も増えて

いる中で、心に響く番組だった。 
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（ＮＨＫ側） 

  未来に向かって希望を持って生活している限界集落を発信

できればと思い番組を制作したが、限界集落の形は、行って

みるとさまざまだと感じた。限界集落ということばひとつで

くくられるが、いろいろな発見があることをわかって欲しい。

緩い番組だという指摘もあるが、緩いからこそ予断を持たず

に見ていけば、いろいろなものが見えるのではないかという

姿勢だけは貫こうと思っている。限界集落のイメージを壊し、

作り変えていく番組にしたいという思いで制作している。 

  一方で、限界集落に行って、よいものを体験させてもらっ

た、という番組になっているのではという反省はある。取材

に行くということは、限界集落とはこういうところだと押し

付けていることと変わらない。番組を作るという行為自体が

持っている難しさだが、予断を持たずに取材をするという姿

勢で制作した。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取材場所は地域を限定せず、限界集落という条件のみで探

した。干蒲地区は、取材をためらうくらいの超限界集落だっ

たが、干蒲地区を避けるということは、限界集落から逃げる

ことだと感じ、小さな発見でもよいので取材をしていこうと

思った。 

  最終的にたどり着いたところが、大事なものは自分たちで

守る、みんなで守ることはできないけれど、できる人でやっ

ていくということ。いつまで続くかはわからない。それが集

落の現状だが、そういったことを、あるがまま撮って、ある

がまま放送するという方針で今回は臨んだ。言葉にならない、

手まめな暮らしなどとても大事なものがあり、そういうとこ

ろがなくなっていくということを誰かにわかってもらえたら

という思いで制作した。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１９日(金)の東北ココから「家族の“空白”を見つめて～高齢者施設 入居

者と家族の周辺～」を見た。普通であれば連続した家族生活が営まれていたが、新型
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コロナウイルス感染症により空白が生まれてしまったことを表す、よいタイトルだっ

た。タイトルが出るまでのイントロダクションでは、途中でチャンネルを替えようと

いう気が起きないぐらい、心をつかまれた。ナレーションを務めた俳優の倍賞千恵子

さんは、この番組にぴったりだった。番組で、終末医療を受けていた人が出てきたが、

どこで生まれて、どんな仕事をしてきたのかなど、それまでの人生をたどったことは、

番組に深みを与えていた。 

 

○  １２月３日(金)の東北ココから「あなたの町の映像アルバム～岩手・福島編～」は、

冒頭で出演者の女性が、「よくこの映像を残しておいてくれました」と話す場面があっ

たが、私もそう感じる内容の番組だった。郡部の話については、本などで知っていた

が、映像で見るとより説得力があり、初めて知ることが多かった。開業当時の三陸鉄

道など、東日本大震災以前の活気があった時期の映像を見ている出演者の笑顔と、津

波の映像や震災の話になったときの淡々と話をする姿がとても印象的だった。次回以

降はぜひ東北の内陸の町も取り上げて欲しい。 

 

○  １２月３日(金)の東北ココからでは、さまざまな年代が集まり、昔の映像を見るシ

ーンがほほ笑ましかった。おもしろかったことや楽しかった思い出は忘れないものな

のだと思った。また、楽しかったときのことをよみがえらせるということは、つらい

ことがあっても一瞬忘れさせるほどの力があるのだと再確認できた。テレビが視聴者

に勇気を与える方法のひとつを見せてもらえた。昔を知っている世代の人が少なくな

っているが、その世代の人々に、立ち上がるヒントなどをもらえることも多いので、

貴重な映像を使った企画は大事だと思った。 

 

○  １１月２３日(火)のおげんさんといっしょ(総合 後 10:00～11:15)はすばらしかっ

た。幼少期に見ていた教育番組「ハッチポッチステーション」や「クインテット」の

クオリティーの高さを、この番組を通して知ることができた。何より歌手の星野源

さんのことば一つ一つや、ふとした涙に心を打たれた。音楽がやや多めだったが緩い

トークも魅力的で、生演奏によりテレビを通して伝わる高揚感や臨場感をしっかり感

じることができた。ショートバージョンでもよいので、こういう子供も大人も楽しめ

る番組を定期的に放送してほしい。今後は、世界各国の音楽を星野源さん、おげんさん

の視点で語るという内容もすてきだと思いながら、楽しく見た。 

 

○  １１月２７日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「“地方紙は死ねない”▽国を動かし

たスクープ舞台裏」は、臨場感があって、地方紙作りのありのままを伝えていて、と

ても興味深い番組だった。限られた人数で毎日の紙面を作る現場を見ることができ、

妥協せずに細かい表現を突き詰めていく様子や、実際に新聞を作りあげていく姿は圧
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巻で、新聞へ敬意の念を抱いた。秋田魁新報がいかに地元密着型の新聞か、日頃から

目にする身としてよく知っているつもりだったが、具体的に、暮らす人の息づかいを

感じながら取材をしていることや、そういうところを大事にしたいということばか

ら、根底にその思いを強く抱いて作っているのだと感じた。中でも、新聞協会賞を受

賞した新型迎撃ミサイルシステムであるイージス・アショアのスクープ記事が誕生

するまでの舞台裏は、記者の取材魂のようなものが伝わってきた。静かで淡々とした

番組にも関わらず、思わずプロの仕事に見入ってしまった。ローカルメディアのよさ

が伝わり、今回の「地方紙は死ねない」という熱いタイトルとともに、番組として見

ることができてよかった。 

 

○  １１月２７日(土)の【ストーリーズ】ノーナレを見た。地方紙のファンであり、ジャー

ナリズム、民主主義を信じる一人の視聴者として大変おもしろかった。ウェブ記事と

違い、一度印刷すると簡単に訂正できないということもあり、一字一句へのこだわり

が見ている側に伝わるすばらしい構成だった。イージス・アショアの取材について、

防衛の専門家ではないが、自分ごととして住民目線で書いた記者の姿から、本当に地

元の視点で語ってくれているのだなと思った。地方紙は死なないではなく、死ねない

死ぬわけにいかないのだという熱い思いと地方紙の誇り、ＮＨＫから地方紙へのエー

ルが伝わってくるすばらしい番組だった。ワンクッション置いてジャーナリズムの重

要性を伝える番組作りにもなっていたと思うが、次は直球でＮＨＫのジャーナリズム

を積極的に発信して欲しい。 

 

○  １１月２７日(土)の【ストーリーズ】ノーナレを見たが、こういう形で地方紙が取

り上げられてうれしかった。新聞協会賞を地方紙が取るということは本当にすごいこ

とで、番組を通して記者たちの、地域をよくしたい、新聞を通じて貢献したいという

ストレートな思いが描かれていた。マスメディアに対する視線は年々厳しくなってい

るが、秋田魁新報の記者のように地に足をつけた地道な仕事の積み重ねでしか地域報

道を支えることはできないし、読者の信頼も獲得できないということが非常によく伝

わってきた。新聞の制作作業は、映像にしづらいと思っていたので、どのようにする

のか、番組を見る前から興味を持っていた。聖火リレーの場面では、過去と現在をつ

なげるために、当時の紙面を出し、その間ずっと地域の報道を続けてきたということ

を端的に示していて、うまい手法だなと思った。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた) 

 

○  １１月２４日(水)の歴史探偵「江戸の天才たち」を見たが、多くの歴史番組のよう

に、専門家の解説を交えて歴史の真実を明らかにするのではなく、バラエティー的な
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要素もある肩の凝らない内容だった。本番組では、江戸は教育の進んだ国家であり、

江戸の土壌が明治維新を可能にしたというエビデンスを、江戸の天才を通じてひもと

いており、非常に腹に落ちる構成になっていた。一方で、現在の日本は天才を生み出

す土壌であり続けているのか、娯楽的な楽しさの中に、現代日本への警鐘を見た。 

 

○  １２月６日(月)プロフェッショナル 仕事の流儀 「田中将大スペシャル２０２１」

(総合 後 7:30～8:42)は、プロ野球選手である田中選手の野球への情熱、努力、もがき、

葛藤など、彼の生き方や人間性を鮮やかに描いていた。また、震災当時の映像を交え、

復興のために戦う選手たちの姿も紹介しながら、過去から現在の選手生活を振り返っ

た構成は、震災を経験した者にとって記憶の振り返りになり自分も思うものがあった。

なぜ彼が勝てないのか不思議だったが、日本とアメリカとの野球の違いに起因したこ

とやフォームの矯正に１年かけたことなど初耳話が満載だった。マウンド上での鬼の

形相と、家庭で子供に見せる柔和な笑顔は対照的だったが、舞台裏に密着して彼の人

間的な魅力も十分に引き出していた。そういった取材は、お互いの信頼関係があって

初めて可能になるので、ＮＨＫの取材力の証明になったと思う。 

 

○  １２月１０日(金)の “いけず”な京都旅「お願い！神さま仏さま」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 午

後 10:00～10:59)は、観光地としての紹介だけではなく、さまざまなエピソードや物

語へ話を展開していく構成で、神様も多種多様あり驚いた。一部の神社では、時代に

合わせてご利益の対象を変え柔軟に対応しているということで、神社も変化していく

ことを知った。旅番組と教養番組をかけ合わせた内容で、案内役で歌手の西川貴教さ

んと地元出演者との絶妙なかけ合いとほどよいバラエティー感もあり、楽しく見るこ

とができた 

 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１１月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１８日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局にお

いて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、東北スゴすぎ！超絶景ハンター＃白神山地も含め、放送番組一般に

ついて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

副委員長  南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐々木 裕司（東北電力株式会社 常務執行役員） 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

武田 靖子（株式会社ジョイン 専務取締役） 

          前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜東北スゴすぎ！超絶景ハンター＃白神山地 

(総合 １０月２２日(金)放送)について＞ 

 

○  若手ディレクターのありのままや成長の過程を見せていく演出が新しくユニーク

だと思った。腕立て伏せのシーンや、潔く過去資料を頼る場面など、親近感が沸く構

成だった。望遠カメラを構えたまま何時間も待機したり、重い機材を担いで何度も同

じ山を登ったりするなど、ＮＨＫの自然番組が体を張って作られているということを

知ることができ、楽しみながら理解も深まる番組だった。「Ｍｒｓ．ＧＲＥＥＮ Ａ

ＰＰＬＥ」や「ＷＡＮＩＭＡ」の曲は、若者に好まれると思うが、映像に対しての選

曲と音量にやや違和感があった。楽しい映像の間にきれいな自然のＶＴＲがありすば

らしいと思った一方で、軽快なテンポが崩れてしまうと感じた。また、個人的にはス

タジオゲストの突っ込みがもう少しあるとよかった。自然バラエティーは笑いも学び

もあり楽しみながら自然の魅力に触れられるので、引き続き期待したい。 
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○  「東北スゴすぎ！」というタイトルが、美しくて神秘的だけではなく、迫力があり

絶妙だった。超絶景を撮影するという難関に挑んだ若手ディレクター野口大心さんの、

苦労が絶えない様子に引き込まれた。野口さんの個性だと思うが、頼りないところが

よい意味で表現されており、見ていておもしろかった。スタジオゲストの２人の突っ

込みはさすがで、バラエティー感も良く出ていた。合間に植物や自然映像が挿入され

たことはＮＨＫらしく、映像のすごさに圧倒された。また、ツキノワグマを無人カメ

ラで撮影するシーンや、長時間じっと耐える場面など、忍耐と努力の世界を見せても

らった。白神山地についてブナの原生林というくらいの情報しか持っていなかったの

で、白神山地がどういう場所なのかもう少し概要が知りたかった。他と比べて、登る

のがどのくらい難しい山なのかもわかりにくかったが、映像からプロでも大変だとい

うことは伝わってきた。ブナの峰走りのシーンは、秋田と青森のどちら方角を見て撮

影した景色なのかも知りたかった。 

 

○  スタッフの苦労が伝わってきたが、それを強調しない作りがよかった。自然番組と

してもすばらしく、視覚の効果を最大限に使ったテレビならではのシーン、空気が張

りつめた冷たさや自然本来の温もりなど、山に登りたいという気持ちにさせられる番

組だった。視聴者との双方向性を考えるのであればスタジオに野口さんがいてほしか

ったし、せっかく一歩挑戦した番組が、中途半端な印象になった。東北の放送局が制

作ということで、視聴者により身近に感じてもらうための一つのアイディアとして聞

いてもらえればと思うが、スタジオにプロデューサーやディレクターがいて、番組の

裏側について話をしたり、場合によっては視聴者からの質問を受けたりするなどの要

素があってもよいのではと感じた。放送枠の都合かもしれないが、７２分の自然番組

を見るのは大変で、２日間に分けて見た。視聴者をつなぎとめるために苦労をしたと

思うが、３０分を３週に分けて放送するという選択肢もあったのではないか。長時間

ＣＭがない番組は時代に合わなくなっているのかもしれないと感じた。 

 

○  長編だったが、自然番組が好きなので、最後まで楽しく飽きずに見ることができ

た。目線カメラの映像も多く使われており、実際の山の傾斜や山登りの過酷さなどが

伝わってきた。映像がぶれている場面もあったが、リアルな自然番組だからこそ、そ

れが生きていると感じた。ＢＧＭの変化に緩急があり、峰走りを撮るために何往復も

する登山の映像を飽きずに見られた。白神山地の生態系やプロの自然カメラマンであ

る野澤耕治さんの仕事、自然映像を撮影する裏側も知ることができた。野澤さんが撮

影している番組の「ダーウィンが来た！」も、この苦労を知ると、見たいと思う人が

多くなるのではと期待している。峰走りの映像は、映画に出てくるようなすばらしい

映像で、動物・植物・昆虫など、すべてが美しくほれぼれした。番組の続編があれば、
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美しい自然を見せるだけではなく、壊れていく自然もあることに触れてもらうと、自

然はただ美しくあるのではないということが多くの視聴者に伝わり、そこに環境問題

も絡めると、さらに深みが増す番組になると思う。 

 

○  山歩きについて素人の野口さんが難題に挑むという、失敗を楽しませるエンターテ

インメントの要素があり、非常に面白かった。番組前半の野口さんの行動は、山の危

険性について軽視していると感じ、思わずチャンネルを変えたくなった部分もあった

が、野口さんのとぼけた様子や、スタジオゲストの軽妙なやり取り、合間に挿入され

る美しい自然の映像により、１時間を超える番組の割にはあっという間に見ることが

できた。いずれも難題な２つのミッションを野口さんがクリアできたのは、師匠であ

る野澤さんの存在が大きかった。にこやかな笑顔と穏やかな語り口で野口さんを励ま

しながら成長させていく過程は、企業人としてメンターシップのよいモデルで、改め

て若手社員の成長にメンターの存在は重要だと思った。完成された峰走りの映像は、

まさに絶品の出来栄えで、永久保存版の価値があった。白神山地は世界遺産にも登録

されている有名なところだが、意外に知られていないので、この自然の神秘をぜひ全

国にも発信してもらいたい。東北のよさについて、東北人は身近にあり過ぎてあまり

感じることは少ないが、豊かな自然やおいしい食べ物、歴史ある伝統文化など、世界

にアピールするものはたくさんある。東北人は奥ゆかしくＰＲ下手だが、ＮＨＫが客

観的な目で見て、全国のネットワークを生かし、地域おこしに一役買ってもらいたい。 

 

○  自然番組の制作の裏側ということで、わずか数秒の映像を撮るために、さまざまな

苦労やアクシデントなどがあって、その積み重ねがひとつの番組になっていることが

わかり、個人的に収穫だった。野澤さんを通してだけでも、制作の苦労を伝える番組

としては成立すると思うので、野澤さんの自然と向き合う姿や、白神山地への思いな

ども含め、バラエティーではなくドキュメンタリーのような形の作り方もありだと

思った。そこをあえて野口さんに焦点を当てたというところがこの番組の肝だと思う

が、その演出を受け入れられるかどうかは、野口さんに感情移入できるかどうかにか

かっていて、私はできなかった。ディレクターの成長物語として温かく見守るという

ことだが、滑り止めの装着方法を事前に調べていなかったり、前日にお酒を飲んだ

り、登山の際に水を忘れたりというのは、自然番組に携わる人間としてあってはいけ

ないことだと思った。すべてをさらけ出すということを狙ったのだと思うが、私はそ

れらが引っかかり、その段階で、野口さんと距離を置いてしまったので、なかなか楽

しめなかった。 

 

○  番組名の「東北スゴすぎ！超絶景ハンター」という響きがよく、見てみたいと思う

番組名だった。ふだん自然番組を見ていなかったが、何となくきれいだと思いながら
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見ていた映像を、これからはどんな苦労をして撮ったのかと考えるようになる、そん

な番組だった。単にプロのカメラマンのすごさを紹介するのではなく、野口さんの挑

戦という形にすることで、結果的にプロのすごさが楽しく伝わった。長い時間をかけ

て作られた貴重な映像なので、７２分でそのすべてを伝えることは難しいと思った。

番組が長いと思うところもあったが、タイミングよく絶景映像が盛り込まれていたの

で、それにより気分を変えることができ、飽きずに見ることができた。序盤、スタジ

オゲストの２人について、雰囲気からするとややインパクトが薄く心配になったが、

ツッコミに共感できて笑えた。ふだん山に行くことがあり、秋の山を見ているので、

この時期に春の映像を放送することに違和感をもったが、番組後半で秋の映像が出て

きて少しほっとした。 

 

○  白神山地は東北の人にもあまり知られていないので、この番組で紹介してくれてよ

かった。バラエティー感について、野口さんの情けなく、呆れる感じが満載で、それ

はそれで楽しめたが、もし同僚という立場だったら、それはいけないだろうという行

動が多くあり、正直耐え難いのではと感じた。一方で資料映像はとてもきれいで、自

然の撮影にこんなに時間がかかることを知らなかったため、一つ一つの花が咲くシー

ンなどは、とてつもない時間がかかっているのだなと改めて思った。放送時間は、や

や長く、大雨による落石のアクシデントがなかったら、私の興味がもたなかったと思

うが、そのアクシデントがよい意味でのアクセントになった。スタジオゲストについ

ては、いまひとつ存在意義が薄いと感じた。ただ、映像を長回しするだけではテンポ

がつかめないので、場面展開として、あってよかったとも思った。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた) 

 

○  白神山地の自然美に改めて感動させられる番組だった。特に峰走りの冬から春を経

て夏の青々とした山々に変化していく様子には目を見張った。下山するタイムリミッ

トまで５分というところで貴重な映像が撮れたのは奇跡のようだった。ドローンや最

新の機材を使い工夫している点もよかった。一方で、演出が民放番組の模倣のように

感じられた。個人的にはもっと重厚な演出にしてほしかった。表示される文字のフォ

ント選択や色使いに統一感がなかったことと、使用された音楽も、アニメやゲームな

どさまざまな音源だったが、できれば絞ったほうがよかった。ナレーションの立木文

彦さんは、民放番組のナレーターとしても有名で、今回は軽妙な感じで話していた

が、重厚な語り口でもできる方なので、もったいない印象を受けた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  自然番組を制作する裏側はおもしろいということをありの
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ままに伝えたいと思い、撮ったものをそのまま放送した。視点

カメラも多用し、リアルにこだわって作った。演出も、今まで

見られなかった視聴者層に少しでも多く見てほしかったため、

バラエティー的な手法に挑戦した。６月２７日（日）に全国放

送したさわやか自然百景「白神山地 春」は、今回撮影した峰

走りの映像も活用して制作した。制作の裏側を見たうえで、そ

の映像を見ると、同じ映像でも印象が違うことにこの番組を通

して多くの人に気づいてもらいたいと思った。新しいＮＨＫの

あり方を考える中で、作り手の顔を見せていくべきだと考えて

おり、秋田のローカル放送では積極的にディレクターを出して

番組制作をしている。白神山地の概要や難易度も描くべきだと

考えたが、情報過多になり過ぎるといけないとも思い、バラン

スを考え作った。自然環境が失われつつあることも伝えなけれ

ばならないことだが、今回はそういう映像が撮れなかった。ぜ

ひ次のチャンスがあれば、そういう部分も伝えながら、本当に

自然は大切だと思ってもらえるＮＨＫらしい番組を作っていけ

たらと思う。今回は、あくまでも自然に目を向けてもらう入り

口を作りたい、また若い人たちに見てもらいたいという思いで、

この番組を作った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  現在ＮＨＫでは、新しいＮＨＫらしさを経営計画に掲げてお

り、いろいろな作り方の模索、作り手の顔が見えるような、新

しい挑戦ということで、今回はこういう形で制作した。自然番

組そのものをきれいに見せるというものもあれば、制作の裏側

をコミカルに描くというアプローチもあり、今回は後者にチャ

レンジした。 

 

＜放送番組一般について＞  

 

○  １１月３日(水)のＮＨＫスペシャル ジェンダーサイエンス(１)「男Ｘ女 性差の真

実」を見て、真実を知らないことは恐ろしいと思った。日頃から正しく物事を見よう

と意識しているが、真実を知らないと、人に正しいことを伝えられず、また、間違っ

たことを周りに伝えてしまう可能性があることを実感し、責任を持って発言をしなけ

ればいけないと思った。社会課題をどのように解決すればよいか、そのために科学の

力は必要だと思った。この番組によって救われた気持ちになった人も多くいるのでは
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ないか。ジェンダーギャップというのは、社会的、文化的につくられた男女の区別と

いうように、染まってしまうと思う。アニメーションや音楽が駆使されていて、見応

えがありわかりやすかったが、男性の中性化ということも問題として取り上げられて

おり、何となく、女性が活躍すると子供を産む人が少なくなって少子化が進むという

ような、誤解を生む説明だったのではないかと気になった。番組の反響をぜひ知りた

いと思った。 

 

○  １１月３日(水)のＮＨＫスペシャルジェンダーサイエンス(１)「男Ｘ女 性差の真

実」は、ＮＨＫでしか作れない番組だと思った。ジェンダーに関する情報はたくさん

あり、自分も勉強している気になっていたが、まだまだ知らないことがたくさんあっ

て面白かった。男脳、女脳と言われていることの誤解などについて、科学的根拠を示

して解説していたので、納得ができた。興味がある人だけではなく、世の中には男と

女しかいない、男は男らしくしないとおかしいと思っている人にこそ見てほしい番組

だと感じた。 

 

○  １１月７日(日)のＮＨＫスペシャル「グレート・リセット～脱炭素社会 最前線を

追う～」では、脱炭素について、なぜ必要なのか、ヨーロッパをはじめ世界の国ある

いは企業、そして市民がどう取り組んでいるかをわかりやすく解説していた。日本に

もさまざまな取り組みがあるが、ヨーロッパについては特に真剣さを感じ、日本が遅

れを取っているという印象を受けた。こういう番組をたくさん作り、日本あるいは東

北の取り組みをどんどん紹介してほしいと思う。例えば、福島県は再生可能エネルギ

ーへとかじを切っており、それは東京電力福島第一原子力発電所の事故があったこと

で、未来への責任をどこよりも考えている。脱炭素という誰もが目を背けられないテ

ーマについて、強いメッセージを持った番組をぜひ作ってほしい。 

 

○  １０月２２日(金)の時論公論「衆院選の争点 脱炭素社会への道筋は？」は、コロ

ナ対策や経済対策、社会保障、外交、安全保障など、多岐にわたり各党が主張するこ

との違いを簡潔に説明しており、今の日本が抱える課題の整理にも役立った。エネル

ギー政策についてどのように解説されるのか関心があった。最近は、長所のみに焦点

を当てるような科学的合理性に乏しい内容の番組も多く、そのたびに事実に基づく偏

りのない報道の重要性を感じていたが、この番組は非常に客観的な姿勢に徹した内容

に仕上がっていた。解説者も非常に勉強熱心で、淡々と中立な立場で政策の課題を解

説していた。 

 

○  １１月７日(日)の小さな旅「こけし ほほ笑んで～宮城県 鳴子温泉郷～」では、

ゆったりとした時が流れる温泉街の姿や、観光客が減少して人通りの少ない寂しい温
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泉街の現状が映し出されていた。その中で、温泉宿に寄宿して、実験や研究をする大

学生や、新たな創作こけしづくりに挑戦する女性など、温泉郷を背景に人間ドラマを

うまくオムニバス的にはめ込んでおり、鳴子温泉の風景や伝統を守りながら、こけし

づくりの進化に挑んでいることがうまく伝わる構成だった。余情あふれる温泉郷や伝

統ある温泉宿が東北にはたくさんあり、地域おこしの核になる財産なので、全国に発

信してほしいと思う。ほのぼのとした内容であった一方、人の減少という現実も見せ

られ、温泉街の将来が心配になった。 

 

○  １１月７日(日)の小さな旅を見た。こけしに対しては、昭和な印象を持っていて寂

れてしまうイメージがあったが、この番組を見て、新しい情報に振り回されるだけで

はなく、足元の小さな日常の幸せについて、改めて立ち止まってじっくりと見て考え、

感じることが大事だと思った。引き続き地方の街の日常を紹介し続けて欲しい。 

 

○  １１月７日(日)の小さな旅を見た。こけしには、色づかいが岩手の南部鉄器のよう

に派手な色を使ったものや空飛ぶこけし、仙台弁こけしなど、たくさんの種類がある

ので、そのような、さまざまなこけしの紹介がなかったのはもったいなかったと感じ

た。また、鳴子温泉郷は、その名の通り温泉の街でもあるので、そのあたりももう少

し紹介してもらえるとよかったと思う。 

 

○  １１月８日(月)の逆転人生「コロナ禍の希望に！不屈のヒーローの逆転劇」を見た。

ご当地ヒーローの生みの親である海老名保さんとスポヂカラに登場したプロバス

ケットボールチームを立ち上げた水野勇気さんに共通するのは、秋田に対する思いの

強さや秋田愛であり、それが周囲の人間の大きな動きにつながったということがよく

わかる番組だった。 

 

○  １１月８日(月)の逆転人生を見た。この番組は、ふだんから人の葛藤、生きざまに

しっかり焦点をあて、日頃知ることができないことまで掘り下げるＮＨＫだからこそ

のドキュメンタリーかつバラエティーだと思って見ている。今回も２０年前の当時の

映像をたくさん活用しながら、秋田県民でも知らないようなところまで掘り下げてい

た。ＳＮＳでも感動した、泣いたという声があふれておりよい番組だったと思う。同

じヒーローについて「ロコだけが知っている」と「逆転人生」、全く角度の違う形で

紹介されていて、異なる魅力が伝わってきてよかった。しかし、秋田関連番組として、

「ロコだけが知っている」については情報を得ることができたが、「逆転人生」につ

いては、テレビをつけてみて偶然気がついた。可能ならば、番組と番組がもっと繋がっ

ていく工夫をしたり、番組内ではできなくとも、番組ホームページからのリンクやＳ

ＮＳなどを活用したりするなどして、視聴者を異なるＮＨＫの番組につなげていくこ
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とができるとおもしろいと思った。 

 

○  １１月９日(火)のクローズアップ現代＋「旭川女子中学生凍死事件▽母親が語るい

じめの実態・真相は」を見た。異常に見える隠蔽体質の原因は何かという問題提起に

対する、教育評論家の尾木直樹さんの話が非常にわかりやすかった。発覚したこの問

題をＮＨＫがしっかり調べ、そのままにしなかったことに非常に意義があった。 

 

○  １１月１７日(水)のロコだけが知っている「▽ヒーローＳＰ秋田・香川▽佐々木希・

要潤も仰天」は、堅苦しくなくて、緩さが心地よい、見ていてリラックスできる番組

だった。何よりも、スタジオの地元ゲストの佐々木希さん、ＭＣのサンドウィッチマン

さん、地元の出演者、誰もが楽しんでいる雰囲気が伝わってきた。中でも、佐々木さん

とご当地ヒーローとの掛け合いが絶妙で、テンポよく合いの手を挟む姿に好感が持て

た。活動の様子を紹介する映像もたくさんあり、ポップに魅力が伝わり、見たあとで

誰かに話したくなるという番組のコンセプトが伝わってきた。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」の最終回をみて、毎日見てきたものが終わりを迎

えるということで、何とも言えない気持ちになった。毎日見続けていた登場人物たち

の心の葛藤が、最終回ではそれぞれが笑顔で終われる展開になっていて、本当に込み

上げてくるものがあった。人の役に立ちたいという思いを貫き、地元に帰って働くこ

とと、地元を離れて働くことについて、どちらがよい悪いではなく、さまざまな選択

肢があってよいということを肯定された、肯定できたと思った。地元のためにどうあ

るべきなのかということを改めて考えされられた、本当によい番組だった。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を毎日見ていて、主題歌がとてもよく、

一日の始まりの音楽がすばらしいと感じる。ラジオ英会話がポイントになってくると

思うが、戦時中の英会話がどのような関わり方になるのか興味深く、今後の展開が楽

しみだ。ＮＨＫラジオＲ２でも英会話ラジオがあるが、朝ドラを見た人がラジオを聞

いてみようという相乗効果があればよいと期待している。私もラジオ聞いて一緒に

学んでいけたらと思った。 

 

○  １０月３１日(日)のＥＴＶ特集「写真は小さな声である～ユージン・スミスの水俣

～」を見た。ユージン・スミス関連の映画が上映されているタイミングで、ＢＳ１で

「写真家 ユージン・スミスの戦争」を放送するなど、立て続けに番組を出したのが

よかった。水俣とユージン・スミスがどのように戦争と関わったのかという番組を多

く放送されたので、視聴者にとって興味の枠が広がったのではと思った。 
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○  １０月３０日(土)のＴＶシンポジウム「中小企業×新生日本～コロナ後への革新～」

を見た。最初に思ったのは、中小企業を語る番組であるにもかかわらず、４人のパネ

リストのうち、実際に中小企業を経営しているのは１人だけで、中小企業の明日を考

えるのにどうなのかなと思ったが、見ると非常に面白かった。パネリストのひとりは、

一代で企業を作り上げたため、中小企業の視点が上手に捉えられており参考になる話

が多く、私もメモを取る量が増えた。ＴＶシンポジウムということで、ただ話をして

いるだけではなく、間にデータやさまざまな中小企業の現状など、そういう映像が多

く挿入されており、単なるシンポジウムではなく、根拠もしっかりした非常に興味深

い番組だった。 

 

○  １０月３０日(土)のスポヂカラ！「地元への誇りを呼び起こせ～秋田ノーザンハピ

ネッツ～」(ＢＳ１ 後 4:00～4:49)を見た。秋田はかつてバスケットボールが強い高校

があったということもあり、バスケットボールに対する思い入れが強く、ブースター

と呼ばれるファンの熱気もすごいものがある。番組でも取り上げられていたが、試合

前に県民歌を全員で歌う姿に感動した。番組のタイトルのとおり、スポーツそのもの

ではなくスポーツが持っているさまざまな人を動かす力を示していると感じ、見てい

てうれしくなる番組だった。 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１０月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、２１日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局にお

いて、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、東北ココ から 「 埋もれたい“俺” ２３歳の景色」も含め、放送

番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

(出 席 委 員 ) 

   委 員 長  佐藤勘三郎(株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長) 

副委員長  南條 和恵(仙台大学柔道部女子監督) 

   委 員      丑田 香澄(一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐々木裕司(東北電力株式会社 常務執行役員) 

佐藤 多恵(シンガーソングライター) 

武田 靖子(株式会社ジョイン 専務取締役) 

前川 直哉(福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授) 

松沢  卓生(株式会社浄法寺漆産業 代表取締役) 

         宮川 宏 (河北新報社 論説委員会委員長) 

          

 

(主な発言) 

 

＜東北ココ から 「 埋もれたい“俺” ２３歳の景色」 

(総合 １０月１５日(金)放送について＞ 

 

○  トランスジェンダーである主人公の、等身大でありのままが伝わってくる番組だっ

た。視点カメラということで映像が揺れて見づらいと思う場面もあったが、視聴者を

引き込むきっかけになったと思う。俺の目線、見える景色という新しい手法への挑戦

がユニークだった。シンプルに本人が見る世界を提供し、そこに人気バンド「ヨルシ

カ」の n-buna さんのナレーションや、ヨルシカの音楽が淡々と感情に響き、２３歳

の主人公と同年代の若者や、トランスジェンダーのことをあまり知らない人たちが思

わず見てしまう工夫がされていると感じ、自分はこの番組を機にＬＧＢＴについて理

解を深めたいと思った。仙台駅前など東北の視聴者にとってなじみ深い景色が出てき

たことも、身近にさまざまな人がいるということを考えるきっかけになったと思う。
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今回の番組が、トランスジェンダーの人が身近にもいるかもしれないことを知る導入

だとすれば、次は東北で活動する団体の紹介や、どういうことを意識すれば違いを認

め合えるか、分け隔てなく接し合える社会づくりにつながっていくのか、といったこ

とを考えるなど、ネクストステップとなる番組を期待したい。 

 

○  番組名が非常にユニークで、最初は引きこもりの話かと思ったが、トランスジェン

ダーの男性が主人公だということで軽い驚きがあり、視聴者を引き込む、よいイント

ロだと思った。以前は、ＬＧＢＴはなかなか取り上げにくいテーマだったと思うが、

今はＳＤＧｓなどで個性の多様性は認識されつつあり、タイムリーなテーマだと思う。

ＬＧＢＴについては、ことばとしての知識しかなかったが、実際の生き方や悩みを映

像で見ると、世の中の目を気にしながら葛藤を持っていることもわかり、勉強になっ

た。また、個性を尊重する、公正な社会のあり方について改めて考えさせられた。番

組名が秀逸で「埋もれたい俺」というフレーズが興味をひき、番組全体を貫く主題に

なっていた。また「２３歳の景色」というのは社会に巣立つ年頃で見える世の中の風

景を表していて、主人公も社会の中で居場所を見つけつつあるなかで自分を肯定して

生きようとしている姿をしっかり描いたエンディングになっており、余韻のあるうま

い終わり方だった。埋もれたい俺、私というのは、社会のいたるところで存在してい

ると思う。自分らしく生きることや個性について哲学的に掘り下げた問題提起も意図

されていて、見た人たちの生き方についても問いかける深い内容だと感じた。 

 

○  タイトルだけでは内容が想像できなかったが、早い段階でＬＧＢＴの話だとわかっ

た。語りが、よく聴いているアーティストの「ヨルシカ」だったため、強く引き寄せ

られた。ヨルシカの楽曲は現代の若者に刺さる曲が多く、話の展開、語りのスピード、

ことばの選び方が物語のようで大変聞きやすかった。「埋もれたい」ということばが

随所にでてきた点も、タイトルとリンクしており、映画を見ているようなストーリー

性があった。彼の日常における葛藤や思っていることを表現するだけで終わるのかと

思ったが、同じ当事者である理容師の先輩にＬＧＢＴとして生きることについて話を

聞きに行った際の「性別ではなく人で評価される」ということばで、ＬＧＢＴに悩む

人だけではなく、この社会に生きる多くの人が救われたのではないかと思った。３０

分だったが、ストーリー性があり内容もまとまっていて、若い人でも興味を持って見

ることができる番組だと思った。 

 

○  トランスジェンダーの彼の日常から、何を感じることができるのかと期待をもつ一

方で、「埋もれたい、俺」というタイトルが重くネガティブに感じ、見終わったあと

に何が残るのだろうかと不安になったが、よい意味で裏切られたというか、目の前が

すごくクリアになったような気持ちになった。ＬＧＢＴＱ＋だけではない、さまざま
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な問題がつながって見え、たくさんの人に見てほしい番組だと思った。性は２０００

種類以上あるとも言われており、七色の虹どころかグラデーションであると、世の中

の理解も始まっている。性的マイノリティの人の生きづらさや苦しさが何かというこ

とは、当事者に寄り添いながら、背景や境遇を丁寧に取材しないと知ることができな

いが、仙台の風景が映し出されることで、街ですれ違った人もそうかもしれないと思

いをはせることができた。埋もれることが彼にとってベターな生き方ということに共

感が持てた。最初は不安に感じたが、最後にはもうこれしかないと思えるくらい非常

によいタイトルだった。 

 

○  東北の性的マイノリティに光をあてた番組を制作してもらい大変うれしい。また、

単なるかわいそうな物語でなかったことは、非常に評価できる。視聴した人が番組か

ら何を感じ、何を受け取ったのかが気になった。視聴者が彼の物語であると感じたり、

さまざまな人に共通する問題だと薄く受け止めたりして終わっては、番組として一歩

足りないと思う。自分の家族や友人など身近にどれだけの当事者がいるのかと実感を

持てたかが重要である。性的マイノリティの人は、いないのではなく、言えないだけ

で、東北にもたくさんいる。そうした人たちの声に耳を傾けてこなかったという、自

省の念、自戒の念を視聴者に抱かせられなかったら、もう一歩踏み込む必要があった

のではないか。マイノリティの多くは、新たな権利を求めているわけではなく、制限

されているものに対して回復を求めているのであり、番組を見た多くの人はそのこと

がわかったと思う。今後は、それを妨げているのは何か、それをどう表現していくの

かということを試行錯誤しながら番組を作り続けてほしい。 

 

○  「埋もれたい」というタイトルを聞いただけでは内容がすぐわからなかったが、番

組への興味を引き出すという意味合いがあったのかなと思った。性的マイノリティの

課題を社会にもっと知ってもらうという意味で、とてもタイムリーで有意義な番組

だった。私の住む街には、Ｘジェンダーを公表して活動している議員がいる。そうい

う人が活躍していることは、地方でも変化が起きているという証である一方、きょう

の新聞で、職場でトランスジェンダーということをカミングアウトした人が退職に追

い込まれたという記事を見た。解決するには世間の認識を少しずつ変えていくしかな

いと思うので、東北からこのような番組が出てきたことは画期的だ。視点カメラによ

る映像はリアルな印象を受けたが、番組全体で使われているわけではなく、別のカメ

ラで客観的に捉えるシーンも多く、バランスが難しいと思った。実験的な番組であれ

ば、すべて彼目線で制作してもおもしろいのではないか。ナレーションに n-buna さん

を起用したのもよかった。同世代の関心をひくきっかけにもなったと思う。第二弾が

あれば、演出面についても期待したい。 
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○  ＬＧＢＴについて頭の中で理解しているつもりだったが、実際に自分ごととして考

えたときにＬＧＢＴの人に対して無理解だったということを突きつけられた。番組で

紹介している彼の日常が、どこにでもいる同世代のそれと変わらず、人間にとって性

差とは一体何かと考えるきっかけになった。この番組において、当事者の先輩である

小野寺さんの存在が大きく、私は男と女という括りだけでしか見ていなかったが、

もっといろいろな生き方があることを知って衝撃を受けた。高校時代の同級生が自然

に彼を受け入れていて、彼女たちのように彼を理解している人は確実に増えており、

若者のしなやかさや柔軟さというものが、海の映像とともに印象に残った。生きづら

さというものは誰でも抱えており、その生きづらさもいろいろあるということを認識

しないといけないと感じた。 

 

○  全国番組ではなく東北地方の番組で取り上げられたことは、視聴者へ身近にそうい

う生きづらさを持っている人がいるかもしれないという想像力を持たせるよい機会

になった。憧れの先輩でもある小野寺さんのことばが、生き方に悩んでいる人だけで

なくそれ以外の人にも響く分かりやすいことばだった。主人公のお母さんのことばも

聞けると、視聴者にとってはより身近に感じることができたかもしれない。視点カメ

ラについては挑戦的だと思ったが、ずっと見ていると疲れからか見にくいと感じるこ

ともあり、表現の仕方は難しいと思った。性的マイノリティの人が抱える悩みという

のはさまざまで、いろいろな生き方ができることを、これからもテレビを通じて伝え

てほしい。スポーツの世界でも、元男性が女子の部に出場するケースがあり、体格が

違うなどルールをどうしていくかという課題がある。 

 

○  よかったと思った点が二つある。ひとつめは映像。自分がトランスジェンダーの男

性としてではなく、普通の男性として見られている職場の中で緊張はあると思うが、

その緊張から解き放たれた帰り道に満月が映ったことで、心象風景として、ほっとし

た感じが出ていた。もうひとつは、男性か女性かというよりも、生き方の問題なので

はと気付かされたこと。トランスジェンダーの先輩のことばで腑に落ちた視聴者も少

なくないのではないか。先輩からひとつの回答をもらえたことは非常によかった。Ｌ

ＧＢＴＱについて、若い人の中でも関心事であり、国際的にも法律の整備が徐々に

進んできているが、私たちが本当の意味でフラットに向き合うためには、もっと見方

を変えていく必要があると思う。最後に、番組冒頭の「そんな俺が見ている景色につ

きあって欲しい」というナレーションについては、主人公自身に語ってもらうほうが

よいかなと感じた。 

 

(ＮＨＫ側) 

  主人公は、自分が性的マイノリティであることは知られたく
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ないが、トランスジェンダーの存在を知ってほしいという思い

があり、番組を通してどのような伝え方ができるのか、本人と

も議論をした。特に１０代に見てもらいたいということでヨル

シカさんを起用し、ひとりでも多くの若者に届けられればと考

えた。映像については、全て視点カメラにするつもりだったが、

難しかった。見づらいこともあり、結果として今回のようなバ

ランスになったが、ひとつの表現の手法としてさらに磨いてい

きたい。ご家族については、親子でお互いにどう思っているか

を取材した。その中で、自分が思ったことを伝えることで、相

手がどれくらい傷つくかわからないという気持ちがお互いにあ

り、今の距離感を大事にするためにも、今回は番組で語る場を

作るなどの無理をする必要はないと考えた。仙台駅前が映るこ

とで印象に残るのであれば、テーマに関係なく、地域の中で番

組化していくことはとても大切だと改めて思った。今回は一人

の目線だったが、引き続きさまざまな角度での伝え方を模索し

ていく。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２４日(金)の東北ココから「浮かび上がる被災リスク～高齢者施設３８００の

調査～」を見た。高齢者施設の被災リスクと施設を巡る厳しい状況がよくわかった。

取材した記者の問題意識の高さを感じ、課題と解決への道筋を示したという点ではと

ても見応えのある番組だった。東北の太平洋側は、東日本大震災で大きな被害が出た

のにもかかわらず、津波や洪水、土砂災害などのいずれかのリスクを抱えた施設が全

体の４分の１もあるということで、現状を知らなかったことや数の多さに衝撃を受け

た。行政の福祉部門だけではなく、防災や都市計画部門と協力して安全な場所を探す

ように取り組み、施設と住民が共生していく必要があるということがわかり、非常に

勉強になる番組だった。 

 

○  １０月８日(金)の東北ココから「震災遺構・請戸小学校 同級生が語り合う１０年」

を、胸がつぶれる思いで、涙をためながら見た。震災により、自分の出身地域がなか

なか言えないなど、同級生でしか話せないことがたくさんあるのだなと感じた。福島

に住む人間にとって、請戸とか請戸小学校は、震災遺構というだけなく、特別な場所、

意味を持つ場所だと思っている。今後も東日本大震災や東京電力福島第一原子力発電

所の事故を風化させないような番組を作り続けてほしい。 
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○  １０月８日(金)の東北ココからを見たが、番組の流れがよくわからなかった。序盤

で「みんなで集まりたい」という話があり、同級生が集まって当時のことを話す番組

かと思ったが、別の人の話になってしまったりして、中途半端に感じた。東日本大震

災から現在までの胸の内を語り合うことは理解できたが、この番組が一番伝えたいこ

とがわからなかった。ただ、若者たちが抱えるふるさとへの思いや東日本大震災との

向き合い方、心の傷などはリアルに感じることができた。 

 

○  １０月３日(日)のＮＨＫスペシャル「中国共産党 一党支配の宿命」を見た。歴史

の事実を掘り起こして、丹念にひもときながら現在の共産党の姿を分析しており、メ

ディアとしての力量を感じた。共産党の出自や伝統を非常に分かりやすく説明してい

た。ベールに包まれ見極めがたい中国の真相を、今後もＮＨＫの取材力でしっかり解

き明かしてもらえると企業人にとって参考になる。よい番組だった。 

 

○  ９月１７日(金)のドキュメント７２時間「宮城・気仙沼 漁師たちの“コンビニ”」

は、気仙沼の人びとの息づかいや、磯のにおい、魚のにおいがしてくるような、すば

らしい番組だった。唯一残念だった点は、呼びかける際に使う二人称についてだ。ご

主人、奥様、お父さん、お母さんなど、ジェンダー平等に配慮してどのように使うか

はとても難しい問題だと思っている。ＮＨＫは日本語の型を作っていくことも大きな

役割だと思うので、その点についても議論を深めていってほしい。 

 

○  ９月１８日(土)のストーリーズ「“お父さんのねぶたがいちばん好き” 青森ねぶた

祭と私と父の半年」は、普通、ねぶたの絵師を主役にすることが多いと思うが、絵師

の娘の視点で描いた番組になっていて、そこにおもしろさを感じた。祭りの再開への

期待と中止による失望、自宅でミニねぶたを作ることによる心の再生、自宅前の路上

でミニねぶた祭を行うことで心が洗われるという展開がテンポよく描かれていた。祭

りをなりわいとする家族の心象風景を巧みに描いていて、余韻が残る叙情詩のような

非常に秀逸な短編で、楽しく見ることができた。 

 

○  ９月２２日(水)のクローズアップ現代＋「さらば！高校ドロップアウト～“負の連

鎖”を断ち切るために～」を見て、柔軟に人と向き合う校長先生の姿勢に大きな希望

をもらった。学校だけの問題ではなく、いかに地域社会の問題として捉える人を増や

していくのかを考える、いい機会になった。現場に根ざして思いを持って何かに取り

組んでいる人の姿やその背中を見て得る学びはとても大きい。密着取材はＮＨＫだか

らこそできると思うので、全国放送でも地域放送でも、人の生き方のようなものが伝

わってくる番組を今後も放送して欲しい。 
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○  ９月２２日(水)クローズアップ現代＋を見た。貧困や親からの暴力で高校に通えな

くなるような問題は、意外と閉ざされやすいが、本当は共有して社会全体で考えてい

かなければいけないと思った。また、スタジオで話をされていた作家の石井光太さん

の説明も分かりやすかった。出演者のことを知りたい場合、画面上に表示された２次

元コードを読み取ると、ホームページでより詳しい情報が見られるのはよいシステム

だと思う。 

 

○  １０月２日(土)シェア・ストーリーズ～人生最後に誰と何を話しますか？～(総合 

後 10:40～11:10)は、自分が日頃から最後に誰と話すのかを考えていることもあり、

題名を見て気になる、見てみたいと思った。自分が想像していた内容と違い、いろい

ろな人が登場し、それぞれに生き方や悩みなどがあり、自分がいかに狭い世界で生き

ているかを改めて感じた。予想以上に自分自身にとって学べた時間だった。 

 

○  １０月３日(日)のサラメシ シーズン１１は、「おかえりモネ」に関連のある気象考

証が取り上げられていて、ドラマの背景やどんな人に支えられているのかがよくわ

かった。サラメシならではの食と天気の結びつけで少し笑えた。世の中の動きや興味

を的確に捉えた作りをしており、見ていて楽しい。取り上げる仕事の裏側や、感動す

る場面もあり、短い時間で見られるのがすばらしいと思う。 

 

○  １０月１４日(木)のＮＨＫ ＭＵＳＩＣ ＳＰＥＣＩＡＬ「藤井 風」は、シンガー

ソングライターの藤井さんに、コンサートの前日までしっかり密着していて、藤井

さん本人のアーティストとしての心の動きまで知ることができた。アーティストは

コンサートの直前まで取材や撮影をされるとナーバスになり、あまり密着して欲しく

ないと思うことも多いと思うが、それでも心の動きまでしっかり取材できていた。Ｓ

ＮＳの情報でしか見られない部分だけではなく、どんな気持ちで音楽に向き合ってい

るのかリアルに知ることができた。曲も長めに取り上げていたので、全国に藤井さん

の良さが伝わっただろうし、こういう番組は、若い人がＮＨＫを見るきっかけになる

と思う。 

 

○  １０月１５日(金)のゲームゲノム「本田翼×星野源×小島秀夫出演！名作ゲームの

魅力に迫る教養番組」(総合 後 10:45～11:15)は、ＮＨＫ初のゲーム教養番組という

ことで、今までにない視点でゲームを文化として捉え、魅力を掘り下げていくという

コンセプトだった。これまでのゲーム関係の番組は、愛好家向けやひとつのゲーム紹

介という構成が多かったが、この番組はゲームを全くやったことがない人がみてもわ

かりやすくなっていて、ゲームの世界に興味がわき、やってみたくなるような気持ち

になった。ゲームの奥深さや魅力を哲学的に伝えたいという、今までにない新しい番
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組だった。ゲームは専門用語が多いが、あえて一般的なことばで説明していたため、

予備知識がなくても楽しめとてもよかった。次回以降も楽しみにしている。 

 

○  １０月１６日(土)のストーリーズ「父へ そして故郷へ～福島のラッパー 言葉を

紡ぐ～」を見た。東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故において、一

人ひとり背景は異なるが、ふるさとや知人との思い出、風景の懐かしさというものは

共通してあると思う。１０年という時間は、前を向いて生きていく人、元に戻りたい

人など、ベクトルが大きく分かれていく節目なのだと思った。そのままにしていれば

ベクトルは交わらないが、ラップの中にあることばの力でそれを近づけていくという

内容だった。未来に向けて分かれていたベクトルが徐々に一緒になっていき同時に前

に進むさまを番組がリアルに捉えており、それを一緒に体験できたのは非常に貴重

だった。主人公でラッパーのＲＹＵＪＩさんが、自分にとって大切なことや、家族と

は一体何かということを一生懸命考えていることに、心を打たれた。昔の写真やＶＴ

Ｒを効果的に挿入しており、結婚式のプロフィールビデオのような、その家族の中に

入り込める内容になっていて、温かい気持ちになれるすてきな番組だった。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。主人公をはじめとした登場人物の成

長や葛藤、人間模様や優しさがたくさん詰まった作品に力をもらっている。ＳＮＳも

盛り上がっており、生き様やセリフ、温かい人々の姿など、この作品が人生の励みに

なっているという人たちが確実にいることを実感している。また、水産業や気象など

について学びを得られるということもあり、「おかえりモネ」でこんなことが学べる

というような、子ども向けの教育番組やウェブページがあったらよいと思う。 

 

○  １０月５日(火)のハートネットＴＶ みんなの生活保護！「第１夜・権利を阻むも

の」は、重い内容だったが、主人公が元漫画家ということで、イラストを交えること

によって、重たい話題も少し和らいでいたと感じた。問題提起から、過去に起きた不

祥事、そこから何を学んだのか、そしてそれに連なる問題は何かという流れがとても

わかりやすかった。ほかにも、児童相談所や法務局、出入国管理局などを深掘りして

みると、おもしろいと思う。 

 

○  １０月１８日(月)のリフォーマーズの杖は、最初のつかみからとても楽しく視聴で

きた。コミカルな内容になっていて、子どもも大人も楽しめる作りだった。ただ、冒

頭のシーンについて、知識がない人にはＳＤＧｓの番組ということがあまりよくわか

らなかったと思う。環境問題の例えなど、シンプルでとても分かりやすく、飽きさせ

ない作りになっていた。エンディングの曲と踊りもコミカルだったので、ぜひ広まっ

て欲しい。 
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○  ９月２６日(日)のＢＳ１スペシャル「“悲願の金メダル”を支えて～山形ホストタ

ウンの闘い～」を見た。ホストタウンという普段なかなか目に触れることがないとこ

ろに焦点を当てており、ボランティアで国際交流をする人や、五輪代表選手とふれ

あった生徒が将来の夢や希望を持つなど、自治体や地域住民にとってホストタウンの

意義や、それが財産になることが伝わってくる番組だった。 

 

○  １０月１７日(日)のＢＳ１スペシャル「五輪の厨房 密着８００日 選手村食堂の

秘められたドラマ」を見た。メニュー作り、人材募集、食材調達など各分野において

東京２０２０オリンピックが１年延期ということも含め、困難極まる仕事をやり抜い

た姿にとても感銘を受けた。また、新型コロナウイルスの感染拡大で、取材には制約

もあったと思うが、取材先と信頼関係を築けているからこそ、こういう番組が作れる

ということを感じさせる番組だった。 

 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
 



1 

２０２１年９月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１６日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、２０２１年度後半期の国内放送番組の編成について説明し、２０２

２年度の番組改定と合わせて意見交換を行った。 

続いて、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。最後に、放送番組モニター

報告と視聴者意向報告、１０月の番組編成の説明が行われ、会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

副委員長  南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

武田 靖子（株式会社ジョイン 専務取締役） 

          松沢  卓生（株式会社浄法寺漆産業 代表取締役） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

          

（主な発言） 

＜「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」および 

「２０２２年度の番組改定」について＞ 

 

○  東京２０２０パラリンピックが終わると、パラスポーツについて、露出がほとんど

なくなってしまった。大会期間でなくても、パラスポーツの定着に繋がるような番組

があると、今後のパラリンピックにとっても一助になると思う。また、ＳＮＳの普及

で、よりさまざまな情報発信の形が生まれているが、テレビでの情報発信というのは

今なお影響力が大きい。ＮＨＫで地域情報が全国へ発信されるのは、私たち地域の人

にとって非常にうれしいことなので、引き続きお願いしたい。 

 

○  ２０２１年度後半期に始まるＢＳ１での新番組『スポヂカラ！』に期待している。

中学生や高校生などの若者を見ていると、コロナ禍でやる気をそがれていると感じる

ことがあるため、４月以降についても、「未来に向けて頑張ろう」「この番組に出てみ

たい」など、若者や子どもたちが将来に希望が持てるような番組編成を考えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  頂いた意見は、今後に生かしていくように検討したい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月１０日(金)の東北ココから「定置網漁師たちのひと夏～岩手釜石市唐丹～」(総

合 後 7:30～7:57)を見た。定置網漁の仕組みをアニメーションで紹介しているのが分

かりやすかったし、震災から現在に至るまでの流れや、環境の変化に伴う悩みや挑戦

など漁師の日常生活の裏側まで密着しており、内容的にバランスがよく肩ひじ張らず

に視聴できた。一方、意外性がもう少しあるとさらにおもしろい番組になったのでは

と思った。また、現状の収入はどうなのか、若い人の雇用の受け皿になり得るのか、

といった一歩踏み込んだ部分や、ＩＴ技術を取り入れた定置網漁の仕組みなど、未来

に向けた取り組みの部分も知りたかった。今後も、定置網漁のさらなる変化・進化を

取材して伝えてほしい。 

 

○  ９月１０日(金)の「東北ココから」を見た。定置網漁について知らないことが多かっ

たが、地元で長く行われている共同的な漁法で、漁師だけではなく、集落の人々もと

ても定置網漁に期待しており、地域をあげて取り組んでいるというのがよくわかる番

組だった。何気ない日常や仕事風景を切り取った内容だけでも、地元なのに知らな

かったことがたくさんあった。農村漁村の取材というのは、何十年後かには貴重な記

録になるのではないかと感じている。「よみがえる新日本紀行」もそうだが、３０年

４０年たって変わってしまったものと、残っているものがあり、それを対比して見る

のがとてもおもしろく、昔の記録が残るというのは保存記録として貴重だと思った。 

 

○  ９月１０日(金)の「東北ココから」を見た。最初の場面で、「不漁」とか「三陸の海

に何が起こっているのか」などのテロップが出たので、非常に困っている漁師たちの

話を描いたのかと思ったが、必ずしもそういう内容ではなく、若干ギャップを感じた。 

 

○  ９月１０日(金)の「東北ココから」を見て、地域全体で前に進んでいこうとする姿

に感銘を受けた。環境の変化にもめげずに、明るく前を向いて苦境を打開し、未来を

切り開こうとするたくましい漁師の姿をありのままに伝えていたが、ほかの分野に通

じる面もあり共感できる内容になっていたと思う。 

 

○  ７月１７日(土)のＮＨＫスペシャル「伊藤美誠 再生の旅」(総合 後 9:00～9:49)

をみて、伊藤美誠選手がスポーツ大国である中国に１人乗り込んでいき試合をする姿

はたくましく、本当にすごい選手だと思った。東京オリンピックの開催に反対という

声が増えていく中で、通常なら応援されるはずの日本代表の選手たちには、不安や苦
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悩が襲っていたと思う。オリンピックについて何か言うことで批判されることもあっ

たかもしれないが、「オリンピックをやらせてほしい」というメッセージも番組から

伝わってきて、本当にすばらしいドキュメンタリーだった。 

 

○  ８月１４日(土)のＮＨＫスペシャル「銃後の女性たち～戦争にのめり込んだ“普通

の人々”～」(総合 後 9:00～9:49)は、普通の女性たちが戦争にのめり込んでいった過

程を、その子どもの証言や残された記録からたどった番組だった。当時の女性が置か

れた立場や集団心理が国防婦人会の活動の原動力になっていて、特に集団心理という

面では、新型コロナウイルス感染拡大の影響が広がる現代社会に通じるものもあり、

戦争を扱いながら現代的なテーマも含んでいて非常に見応えがあった。当時の女性た

ちは個人としての自由が制約されていたため、国防婦人会で活動することは社会に出

る一つのきっかけになっていて、国のためという使命感と社会に出られるという開放

感が女性たちを後押ししたということが分かった。家にある金属を供出する際も相互

の監視機能が働いていたという点は、コロナ禍の自粛を求める風潮にも相通じるもの

があると感じた。当時と今とで、時代の空気や人間の心理が、似通っている部分もあ

ると制作者も感じていたのだと思う。非常に今日的な番組だった。 

 

○  ８月１１日(水)の職場遺産～倉庫にねむる宝探し～「大手電機メーカー」(総合 後

7:30～7:57)は、電機メーカーの倉庫に眠っていた過去の製品から、現在への教訓を探

るおもしろい番組だった。ベテラン社員から新入社員まで、それぞれの年代で、過去

の製品から感じとる教訓が違ったのも興味深かった。先人の商品開発秘話からヒント

をつかみ、現代に活かそうというメッセージは共感できた。印象に残ったのは営業担

当者の「１対１で顔を突き合わせて何を困っているのかを聞いてものづくりに反映す

る」ということばだった。この番組は、古きを訪ねながら、戦後の復興・発展を豊か

な発想と粘り強さで実現した人々の熱い思いを現代に伝えていると思う。今後も人々

を鼓舞するメッセージを届けていってほしい。 

 

○  ８月１２日(木)の「＃あちこちのすずさん～教えてください あなたの戦争」(総合 

後 7:33～8:45)は、取り上げられたエピソードや切り口、アニメーション中心の伝え

方がとてもわかりやすく、子どもたちや、周りの人に薦めたいと思える番組だった。

全国紙やウェブをはじめとしたデジタルメディアとの提携、学生の起用、ハッシュタ

グでの発信など、制作者の伝えたいという強い思いを感じたが、まだ番組を知らない

人が周囲に多いと思うので、さらに地方紙との連携を進め、子どもたちを巻き込みな

がら、次世代に戦争を伝える入り口として、この企画がさらに広がることを期待する。 

 

○  戦争関連のテーマを扱った８月１９日(木)のクローズアップ現代＋「封印された心
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の傷“戦争神経症”兵士の追跡調査」と、８月２２日(日)の目撃！にっぽん「ずっと

父が嫌いだった～家族が向き合う戦争の傷痕～」を見た。戦争については今までいろ

いろな角度から掘り下げてきており、改めて深掘りすることはないのではと思ってい

たが、今回は非常におもしろい話だった。全く違うところから話が始まるが、この２

つの話は戦争神経症というところで、最後にリンクする。３０～４０年前は、心を病ん

でしまったと今ほど簡単に言えない時代だった。そのため今だから掘り下げられる番

組だったと思う。１９６６年当時の映像が残っており、改めてＮＨＫはすごいなと

思った。 

 

○  ９月９日(木)のクローズアップ現代＋「その校則、本当に必要ですか？ルール改革

の最前線に密着！」を見た。このタイトルからだと、ブラック校則を変えようとする

内容にとらえられそうだが、実際は、改革のプロセスからの学びが重要だということ

を伝える番組だったので、もう少しタイトルを工夫してもよかったのではないか。民

主主義では、多数の意見が絶対ではなく少数の意見にこそ価値があり、それを顕在化

させることが大切で、そのことに高校生のうちから気づくことはすばらしいと感じた。

校則改革を通して、周りの大人も民主主義について見直す機会になるし、学校以外で

も、企業が主体的、自立的な働き方を考える中で、つながることがあると思った。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。主題歌がとてもよく、ドラマを繰り

返し見ても飽きないよさがある。ドラマの中の音楽も場面に合わせた曲調で、どきど

きしたり、はらはらしたりできるようになっていてすばらしい。また、東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催に合わせて、パラリンピックを目指す選手が登場するなど、

時勢を取り入れた内容もよかった。ドラマを見て、パラリンピックに興味を持った人

もいたのではないか。そのほかにも台風災害や東日本大震災のことなど、現実社会と

リンクする部分が多く、さまざまな面で興味を広げるきっかけになっていると思う。

ほかの番組も見たいと思わせる要素がたくさん詰まっていて、とてもよいと思う。 

 

○  ８月１４日(土)のＥＴＶ特集「ひまわりの子どもたち～長崎・戦争孤児の記憶～」

を見た。ふだんは仕事で疲れていると、重いテーマの番組は避けることが多いが、見

てみると上質な番組だということを改めて感じた。戦争孤児院である向陽寮の存在や、

そのありようなど、さまざまなことが明らかになっていく過程を一緒に体験している

気分になった。特に、集団において子どもたちが守るべきシンプルなルールを設けて、

秩序を持って動けるようにするなど、子どもながらに立派な一つの社会を向陽寮の中

に築いていたということが印象に残った。また、番組を通して６０年ぶりに戦争孤児

たちが再会し、長い時間をあけて戦争と再び向き合うという、当事者の人生において

もきっかけになる番組だったと思う。彼らの会話からは、当事者たちの間にある兄弟
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のような慈愛に満ちた関係というものを改めて感じた。悲惨な歴史について語り継い

でいくことも大切だが、ひとりひとりの物語を知ることで、本質的で普遍的な生き方

や見方について考えるよいきっかけになった。内容的には難しいが、子どもを含め、

すべての世代に見てほしいと思った。 

 

○  ８月１４日(土)の「ＥＴＶ特集」を見た。長崎の戦争孤児収容施設で育った人たち

が６０年ぶりに再会し、当時を振り返る場面は、脚色のない生のやりとりで、戦争孤

児の生きざまが浮かび上がっていた。共通していたのは、戦争孤児として差別と偏見

に耐えてきたこと。差別の中で息をひそめて過去を隠し、横のつながりを絶っていく

悲しい現実。社会の目が彼らを袋小路に追い込んでいく悲しい実態があり、属性で人

を判断する社会の冷酷さを感じた。施設の寮長、餅田千代さんの子どもたちを支え、

温かく見守り続ける姿勢に感服した。また、最後の場面で、娘と孫に囲まれて幸せそ

うな孤児の男性の姿が描かれたのが印象的だった。「平和とは何か？幸せとは何か？」

と改めて問いかける内容だった。 

 

○  ９月４日(土)のＥＴＶ特集 選「カキと森と長靴と」は見たかった番組だった。カキ

養殖漁業家の畠山重篤さんの実直で素朴な語り口から、本人の人柄を感じた。また映

像についても過剰な演出にならず、ありのままの姿を見せる撮り方がすばらしいと

思った。前回の「海辺のまちの花畑」と同様で、ナレーションがないにも関わらず引

き込まれ、気仙沼の美しい映像を堪能することができた。全体的に目と耳と感情全体

が癒やされる番組で、東北ならではの企画だと思った。初回放送から３年たった今、

畠山さんはその後どのように歩んでいるのか、今の気仙沼の姿なども見てみたいと

思った。 

 

○  ８月１４日(土)の「香川照之の昆虫すごいぜ！３週連続！夏休みはカマキリ先生と

昆虫祭り 第１週」(Ｅﾃﾚ 後 2:30～4:25)を見た。この番組は、香川さんの無邪気な

キャラクターがとてもよく、毎回楽しみにしている。特に、何を伝える番組か、子ど

もでもすぐに分かるタイトルがすばらしい。ＮＨＫの番組の中には、タイトルを見た

だけでは内容が分からないものも多いが、タイトルと内容がリンクすることはとても

大切だと思う。今は、インターネット上で、誰でも番組を企画、構成、プロデュース

できる時代で、動画共有サイトがよく見られているが、タイトルや内容を表す画像が

工夫されていて、引きつける力があると思う。テレビは、それらと内容の違いを打ち

出していくことが重要だと思う。「昆虫すごいぜ！」は、海外へ撮影に行き普通では

見られない珍しい虫を捕まえるなど、ほかではまねできないような内容になっている。

ＮＨＫでなければできない、誰しもがまねできない内容であれば、テレビを見なく

なっている人たちにも訴求できるのではないか。そういった人たちが、もう一度、テ
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レビに興味を持つような番組作りを期待している。 

 

○  ９月１３日(月)の「ワルイコあつまれ」(Ｅﾃﾚ 前 8:25～8:55)を見た。番組告知を一

切せず、ＳＮＳでの話題作りなど画期的な試みにチャレンジしていて、時代に合う新

しい挑戦だと思った。内容も、驚き、学び、遊びにあふれていて、素直に「ＮＨＫが

攻めている」という印象を持った。子育て世代にとって、子どもも大人も一緒に楽し

めて学べる番組が地上波で放送されていることはありがたい。ＰＲ戦略はいろいろあ

るが、子どもが動画共有サイトで、Ｅテレの「びじゅチューン」を見て魅了され、そ

の話を学校ですることにより、周囲の人たちも「見たよ」という、人づてに広がる現

象が起きており、身近な口コミも侮れないと思った。 

 

○  ８月１１日(水)のドラマ×マンガ「特攻兵の幸福食堂」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:54～10:53)

は、若い世代も気を張らずに見られるよい番組だった。草笛光子さんの存在感がすば

らしく、濱田岳さんなどの人気俳優も起用していたので見やすかった。多くの若い人

たちに見てほしいと思える番組だったため、ＢＳだけではなく、地上波でも放送して

はどうかと思った。 

 

○  ８月１３日(金)のレギュラー番組への道「希少誌道(２)」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ  後 11:15～

11:44)は、寺の住職向けの専門誌を取り上げていたが、髪の毛を剃るかみそりやバリ

カンの商品情報、困った総代をうまくやめさせる方法、オンライン法要などマニアッ

クな内容を紹介していて、寺で話題になっていることがよく分かりおもしろかった。

そこには、高齢化で広い境内の掃除にロボットを使っている寺や、過疎化で門徒が激

減したために、太陽光発電で副収入を得ている寺があることなど、最新の動きや課題

もよく分かった。寺の世界を通して今の日本社会が抱える問題の一端も見ることがで

きる内容だった。なかなか多くの人に見てもらうのは難しい面もあるが、有意義な番

組だったので、今後も期待している。 

 

○  ８月１４日(土)と２１日(土)の「魔改造の夜」(BS ﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～11:29)もおもし

ろかった。１４日は「扇風機 ５０メートル走」、２１日は「赤ちゃん人形 綱登り」

と、一見するとくだらないお題に対して、本気で挑む技術者魂を堪能できる番組だっ

た。笑いあり、涙ありの筋書きのないヒューマンドラマで楽しめた。技術開発は、真

剣勝負の場だが、遊び心が柔軟なアイデアを生み出し、ブレークスルーを可能にする。

まさに技術開発の神髄を地で行った内容で、引き込まれて見た。番組制作者の遊び心

と発想力、構成の巧みさに拍手を送りたい。 

 

○  ８月９日(月)の 原爆の日 ラジオ特集「被爆オリンピアンが遺したメッセージ」 
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(ラジオ第一 後 8:05～8:55、9:05～9:55)を聞いた。広島局からの生放送で、ドキュメン

タリーとドラマの融合体で内容は非常に興味深かった。ただ、100 分という長い番組

だったので、後半は間延びしてしまったように感じた。生放送ということで、リアル

タイムで投稿された意見を紹介する構成だったと思うが、リスナーにとって答えにく

い質問が多く、紹介できるような投稿が少なかったのか、番組内ではほとんど紹介さ

れず、それが原因で時間が余ってしまったのではないか。100 分の生放送はチャレン

ジングであったが、想定通りいかないと難しいと思った。 

 

○  東京２０２０オリンピックの感想だが、無観客だったこともあり、ふだんは歓声な

どに消されてしまう色々な音が聞こえてきて、スポーツのだいご味というものを新鮮

に感じることができた。また、復興五輪について、テレビでどのような表現をするの

か気になって注目していたが、福島など東北で開催されている競技があったこと以外、

あまり復興五輪を感じられなかったので、テレビでの表現は難しいのだなと思った。

柔道については、ＮＨＫらしく、偏った放送ではなく外国人同士の決勝もしっかり放

送していたので、見たいシーンが見られた。一部、解説者が興奮し、応援になってし

まっていたところや、審判に対して言及していて、見ている人によっては、審判が間

違えたのかと思いかねない場面があったので、周囲にはコメントを変えた方がよかっ

たと言う人もいた。一方、新しい種目も平等に取り上げており、オリンピック以降、

スケートボードを持っている子どもたちをよく見かけるようになった。今後も、放送

によってスポーツを始める子どもたちが増えたらいいと思った。 

 

○  東京オリンピック・パラリンピックに関して、インクルーシブ教育が広がっていて、

子どもたちはちゃんとパラスポーツについて理解しており、今はオリンピックの次に

パラリンピックがあることが当たり前となっている。会場に観客が入っていたら、観

客の表情や盛り上がりなどでまた違った形で伝わったかもしれないと思い、少し残念

だと思うこともあった。また、特設サイトがとても充実していて、「２分でわかる」

のコーナーを見て、振り返り解説や選手たちの名言などで余韻に浸り、長く楽しませ

てもらった。 

 

○  東京オリンピック・パラリンピック期間の報道について。男子車いすバスケット

ボールなど、いくつかの競技を夢中になって視聴した。ただ、新型コロナウイルス感

染拡大が続く中での開催については、手放しでは喜べない複雑な思いを抱いた。開幕

直後の７月２５日(日)、東京の新規感染者数は 1,700 人を超え、日曜として最多を記

録したが、この日のＮＨＫニュース７は、アナウンサーの満面の笑顔で始まり、日本

人選手が金メダルを取ったことをトップニュースで大きく報じ、新型コロナウイルス

関連のニュースは、番組の後半に追いやられた。この状況だからこそ、人々に勇気を
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与えつつも、決して行動の緩みにはつながらないような報道の仕方があったのではな

いかと感じた。競技の中継を放送しながらも、ニュースではしっかりと新型コロナウ

イルス関連の現状を伝え、人々にもっと強くステイホームを呼び掛けることは可能

だったのではないか。「終わったこと」とするのではなく、この間の報道のあり方に

ついて客観的視点で振り返ることは、これからの報道について考える上でも、極めて

重要だと考える。 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年７月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１５日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、東北ココから「海辺のまちの花畑」も含め、放送番組一般について

活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、８月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤 美嶺（防災士） 

副委員長  佐藤勘三郎（株式会社ホテル佐勘 代表取締役社長） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

佐々木裕司（東北電力株式会社 常務執行役員） 

鷹山ひばり（七戸町立鷹山宇一記念美術館 館長） 

南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

         前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

   松沢  卓生（株式会社浄法寺漆産業 代表取締役） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

          

 

（主な発言） 

 

＜東北ココから「海辺のまちの花畑」（総合 ７月２日(金)放送）について＞ 

 

○  ナレーションを入れないという演出によってすばらしい番組になっていた。花畑を

管理する女性たちのことばが胸に響いた。「花を見て怒る人はいない」「花は咲くけれ

ども枯れる」など、当たり前のことばかもしれないが、哲学的に感じる表現で心に残っ

た。震災後、彩りの少ないものが多くなっていた地域に、花を植えることで色を付け

たいと考えたことに感銘を受けた。また、冬場に時間をかけて花の手入れをする

シーンが、人間が自分の力を蓄える時間と重なり、花も人も同じだと感じた。気になっ

たのは、テロップの表示されている時間が短かったことだ。ナレーションがない分、

もう少し長く表示してもよかったのではないかと思った。 

 

○  色鮮やかな花の映像と音楽を効果的に使った番組で、あっという間の２７分間だっ
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た。東日本大震災後の孤独感ややるせなさがある中で、笑顔を増やすための取り組み

を伝えるいい番組だった。見た人をほっとさせるような内容であり、かつ、つらい思

いをした人たちにもさりげなく寄り添っており、とても共感できる構成だったと思う。

花が咲き誇る場面だけではなく、雨の日や何も咲いていない冬の時期も取り上げるこ

とで、花を育てる難しさも伝わり、深みがあった。花と人生を重ねながら育てている

描写や「元気があるときとないとき両方あっていいんだ」ということばなど、花に励

まされている様子が伝わり、見ている側も心地よく見ることができたと思う。さまざ

まなシーンを取り入れたことで、短い時間の中に内容が凝縮されていてとてもよかっ

た。 

 

○  明るくきれいな映像で、花の香りも漂ってくる感じがして、その場にいるように思

えた。防潮堤の近くを歩くシーンでは、無機質なアスファルトの道路などと花畑の色

鮮やかな植物の映像との対比が印象的だった。また、ナレーションがないため、雨や

風などの自然の音を多く聞くことができ、とても心地よく癒されるとともに、本来自

然にはさまざまな音があるということに改めて気づかされた。また、花畑という場所

に色々な境遇の人が集まり、さまざまな出会いがうまれていたことがとても印象的

だった。気になった点は、番組冒頭と末尾の音楽の曲調が異なっていたことだ。ピア

ノの曲だったので、統一感があったほうがよかったと思う。 

 

○  時間をかけて丁寧に作られていて、引き込まれて見た。大量消費の時代だが、消費

ではなく作ることへの喜びや豊かさを表現した番組だったと思う。地域の人たちの底

力を感じさせる場面が多くあった。福島県に営利目的ではなく、身近な人に食べても

らえることに喜びを見いだす「生きがい農業」をしている農家がいる。それと重ねて

考えたので、作り、育てることの強さが印象に残った。そのうえで、東日本大震災に

より、農業をする土壌を奪われてしまった福島県に住む人々の苦悩について思いを馳

せた。また、消費の多い大都会で災害が起こったときに、東北で生まれたような回復

力が生まれるのだろうかと考えた。思考を刺激されるいい内容で、今後もこうした番

組をたくさん作ってほしい。 

 

○  これまであまりなかった番組で、映画のように美しく淡く繊細な映像に引き込まれ

た。花一つない寂しさ、復興工事により色がなくなった町に、色が欲しいといって始

めた、花を植えるという取り組みを興味深くみることができた。自然の映像は視聴者

にとっても安心する映像で、癒しを届けられるのではないかと思う。また「咲いてい

るものは枯れる」「土地が寂しいといっている」など、自然と出てくることばを丁寧

に取り上げていることが印象的だった。一方で自分はこの世界観に深く浸かることが

できたが、若い世代が長い時間この番組を見続けられるかというと、もの足りないか
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もしれない。この番組の良さは、映像の美しさだけではなく、ことばや哲学的なとこ

ろも魅力なので、腰を据えてみられるように、ドキュメンタリー映画のような番組に

したら、日本だけではなく海外の人にも見てもらえる作品になるのではないかと思う。 

 

○  ナレーションがない演出によって、見るほうも集中して考えさせられるという意味

で、試される番組だと思った。徳水利枝さんの哲学的なことばと愛おしそうに花の手

入れしている姿を丁寧に描いていたので、そこに番組を作られた方の思いを感じた。

見るだけで分かる映像を使い映像に語らせるという部分でも、ナレーションがないこ

との良さがあったのではないかと思う。また、花畑の一つの場所の映像を何度か挟み

込む構成は効果的で、印象に残った。「命あるものに終わりがある」という徳水さん

の考え方は、自身がずっと思っていることなのか、東日本大震災を経験したことで生

まれたものなのか分からなくて、それが伝わる人と、伝わらない人がいたのではない

かと感じた。 

 

○  あっという間の２７分間だった。宮城県でも被災地から離れた場所に住んでいたら

実感できない東日本大震災との戦いが続いていると思った。被災地を取り上げるため

のさまざまな切り口が盛り込まれ、復興と地域のあり方を考えさせられた。復興が進

まない実情や、インフラの整備が進んでも人口減少が進むなど、地域の現状の厳しさ

を映し出していた。見た人それぞれに受け取り方は違うと思うが、復興とは何かと改

めて考えさせられた。つらい記憶の中でも明るく生きようとしている姿には人間の強

さを感じた。人が集まる場所を作ろうとする取り組みはすばらしいし、明るい笑顔も

救いであり、人は支えあっていく存在だということも感じた。 

 

○  花畑に集う人々の話だったので、わたしは楽しく見ることができたが、花をテーマ

にした番組は、興味のない人は最初から見ないのではないか。草花の生命力や風など

をその場所で感じることではじめて花の美しさを実感するので、映像で実体験に近づ

けるということは困難で、番組の世界観に入っていけるかどうかは難しいと思った。

枯れた花や雨に濡れた花、咲き誇っている花など、まさに花の人生を表現していると

思うが、どうしても東日本大震災と絡めようとしているように制作者の意図を感じて

しまい、少し気持ちが冷めてしまった。一方で、定点観測するように撮影していたの

で、花畑に集うさまざまな人たちの姿を見ることができて楽しかった。地域のコミュ

ニティーの広さや近さを感じるエピソードが盛り込まれていたこともとてもよかっ

た。 

 

○  きれいな映像だからこそ工事現場と花畑の景色の対比が印象に残った。ナレー

ションがないことで鳥の鳴き声や音楽がよく響き、花畑の心地よさがより伝わってき
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た。番組後半で出演者の話が多かった点について少し引っかかった。出演者の人柄が

伝わってきた半面、表現が哲学的で遠回しに感じられ、分かりづらい部分があった。

また、カメラマンの「チューリップを切るんですね」という質問の意図が、球根を育

てようとあえて切っているのかを聞いているのか、切ってしまうのはかわいそうだと

いうことを言いたかったのか分からなかった。さまざまな解釈ができて、とても思考

を刺激される番組だった。しっかり入り込んで見たい番組だったので、放送時間は、

平日の夜７時３０分ではなく、もう少し遅い時間にしたほうがよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ナレーションがないことで、説明できない部分を理解しても

らえるのか、東日本大震災で大きな被害を受けた地区を取り上

げることについて、細かい説明をせずに放送してもいいのかと、

少し不安に思う部分もあった。音楽については、現場で撮影し

た映像に合う曲を選んだが、曲調に統一感があったほうが良

かったという意見は今後の参考にしたい。映像は、映画でも使

用するような高解像度のカメラを使っていたので、通常の番組

との違いが出た部分だと思う。今回は、ナレーションをつけず

に映像で見せる構成だったので、視聴者それぞれに解釈を委ね

るという形になった。通常の番組とは、作り方やテーマなどを

変えた番組なので、見にくいと感じた人もいたかもしれない。

あまねく放送を届けるという部分では難しいところもあったが、

新しい表現の模索という意味ではチャレンジした番組となった。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ７月９日(金)の北海道道×東北ココから「いざ世界遺産へ！“北の縄文”大探求Ｓ

Ｐ」(総合 後 7:30～8:42 北海道・東北地方)は、とてもおもしろい番組だった。ＭＣ

の鈴井貴之さんやＶＴＲに出演していた小島よしおさんなど出演者の人選がよかっ

た。アナウンサーも縄文人の衣装を着るなど工夫されていたと思う。冬の縄文人はど

のように生活していたのかという素朴な疑問に、実験考古学を使って、体を張った実

験を行うという構成が興味深かった。遺跡に足を運んでみたいと思わせるインパクト

のある内容だったと思う。子どもも含めて幅広く見られる内容で、今まで縄文文化に

関心のなかった人にも興味を持つきっかけを提供していたと思う。東北、北海道以外

の人にも見てもらえるように、ＮＨＫプラスへの視聴誘導などを試みて、多くの人に

届けてほしい内容だった。番組には、矢じりを作る人や縄文にはまって脱サラした人
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の事例が紹介されておもしろかったが、もう少し一般の人に寄せた視点があると、縄

文文化をより身近に感じるようになったのではないかと思った。 

 

○  ６月２７日(日)のＮＨＫスペシャル「立花隆のシベリア鎮魂歌～抑留画家・香月泰

男～」(総合 後 3:05～3:54)を引き込まれて見た。シベリア抑留時代の香月泰男さんの

作品を立花さんが紹介する番組だったが、過酷な環境で過ごした香月さんの様子に胸

が熱くなり、立花さんが涙を流すシーンが印象的だった。６月２９日(火)の「ＥＴＶ

特集 立花隆 次世代へのメッセージ～わが原点の広島・長崎から～」(Ｅテレ 前 1:39

～2:38)も立花さんの被爆地に対する思いが描かれ、戦争の悲惨さを伝えるメッセージ

性の強い番組だった。番組を通して、戦争を忘れてはいけないという思いが伝えられ

ていた。どちらも立花さんの追悼の一環で放送された番組だと思うが、とても貴重

で、アーカイブとして残して、今後も再放送してほしいと感じた。 

 

○  ６月２７日(日)の目撃！にっぽん「球磨川に生きる 熊本 神瀬 豪雨１年の記録」は、

令和２年７月豪雨で被害を受けた熊本県須磨村神瀬地区の人たちの１年間が丁寧に

描かれていた。住民全体の動きや行政の動きを分かりやすく伝えつつ、地区を離れる

ことを決めた夫婦や自己再建を決めた独り暮らしの女性など、さまざまな立場の人の

本音の部分が表現されていた。テレビではなかなか話しにくいと思うが、信頼関係を

築いた取材によって引き出すことができたのだと思う。被災直後よりも、時間の経過

とともに複雑化していく復興段階での思いを聞くことができてとても勉強になっ

た。今後どのように住民と行政の話し合いが進んでいくのか、さらに取材を続けてほ

しい。 

 

○  ７月４日(日)の「どーも、ＮＨＫ」は、紹介された番組を見てみたいと思わせるよ

うな構成でよかった。地方の放送局で制作された番組を紹介するコーナーがあったが、

福井商業高等学校のチアリーダー部とＮＨＫ福井局が協力して、新型コロナウイルス

の影響で落ち込んだ街を元気づける様子は、とてもよかった。ぜひ地方局で制作され

た番組もＮＨＫオンデマンドなどで見られるようにしてほしい。 

 

○  ７月７日(水)の歴史探偵「独眼竜政宗 伊達(だて)男の真相を追え！」を見た。歴

史の意外な事実を明らかにするというコンセプトのとおり、最新の科学技術で伊達政

宗の生前の顔を復元するなど、子孫の方々でさえ驚くような構成で、画期的だと思っ

た。歴史好きな子どもを増やすきっかけにもなるような番組なので、ＮＨＫ ＦＯＲ 

ＳＣＨＯＯＬなどでも見られるようにしてほしいと感じた。 

 

○  ７月１１日(日)の小さな旅「歩みつづける町で～岩手県 陸前高田市～」は、被災
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地で暮らす人々の日常を切り取る内容でとてもよかった。高田松原の再生に取り組む

人々が描かれた部分が特に印象に残った。奇跡的に残った１本の松から接ぎ木して苗

を育てたり、地元の方を中心にこれまで４万本の松の苗木を植えたりしたということ

だったが、植物を植えることの大切さやすばらしさを感じた。そのほかにもウニ漁を

している家族の姿やパン屋に勤めている若い女性の活躍が描かれていた。被災した町

にも平穏な生活が戻ってきていることが淡々と映像で紹介されていて、そうした平穏

な生活がずっと続くようにと祈りたくなるような番組だった。 

 

○  「ブラタモリ」と「鶴瓶の家族に乾杯」を対比しながら見た。タレントのタモリさん

は、勉強家で知識人だと思う。そのタモリさんの知識をぐいぐい引き出すような構成

で、次はどんな発見をするのかといつも楽しみながら見ていて、見終わった後は、２

つ３つ勉強をしたという気持ちになれる。タモリさんの知識をひけらかすことのない

進行がとてもよく、その謙虚な姿勢を自分も見習おうと思った。「鶴瓶の家族に乾杯」

は、司会の笑福亭鶴瓶さんが行き当たりばったりの旅をし、突然訪問された相手が驚

く様子や大喜びする姿を鶴瓶さん自身が楽しんでいるのが伝わってくる。長年、芸能

の世界で生きてきて、２人とも師匠と呼ばれる人物だが、対比しながら番組を見るこ

とで２人のキャラクターの違いも見えておもしろかった。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。ヒロインの清原果耶さんがすばらし

い。周りの出演者の演技を受けて、微妙な心の揺れを表情やセリフできちんと伝える

ことができる魅力的な女優だと思う。また、舞台となる宮城県の気仙沼市や登米市の

自然などが魅力的に描かれている。地域の魅力を発信するドラマになっていて、絶大

なＰＲ効果になっているのではないか。舞台が東京に移り、これまでの連続テレビ小

説と同じようになってしまうのではないかと不安だが、今後も楽しみにしている。 

 

○  ６月２６日(土)と７月３日(土)のウワサの保護者会を見た。６月２６日(土)は「夫婦

別姓 子どもはどうなる？」、７月３日（土）は「夫の家事育児と妻のホンネ」と、

２週続けてジェンダーに関わるテーマだった。この番組は、毎回教育や子育てなどさ

まざまなテーマを扱っていてとてもおもしろいと感じている。夫婦別姓の回では、別

姓の家族を取材して、その子どもの「何で周囲からかわいそうと言われるんだろう」

という率直な声を伝えていて、事実をベースにして、考える素材を提供するというマ

スメディアの大切な役割を感じた。また、夫の家事育児の回では、結婚するのかしな

いのか、子どもを持つのか持たないのか、女性が直面するライフコースの問題に切り

込んでいた。最後は見ている側が胸を揺さぶられるような作りで、たくさんの人に見

てほしいと思った。日本社会を動かしている多くの人が、これまで直面していないが

ために気付いていないジェンダーの問題について、こういった番組で取り上げ、考え



7 

るきっかけを作っていってほしい。ジェンダーや多様性の問題など、さまざまな視点

で東北から全国を引っ張るような番組を発信していってほしい。 

 

○  ７月３日(土)のウワサの保護者会「夫の家事育児と妻のホンネ」は、夫の家事に対

する妻のコメントに思わず笑ってしまったが、夫婦のお互いを思いやる気持ちに心が

温かくなるとてもいい番組だった。教育評論家の尾木直樹さんのみなさんに寄り添う

コメントや、恵泉女学園大学の大日向雅美学長の優しい口調での説明がとてもよかっ

た。性別による役割分担意識が根底にあることに抵抗感がある人でも受け入れやす

かったのではないかと思う。分かち合うことの原点は共感、対話が大事だというまと

めで、どちらかを責めるのではなくて、お互いに歩み寄る大切さが伝わる内容だった。

前半で出演していた一般の男性が、家事育児をとても頑張っていた。今は男性も家事

や育児をやって当たり前だという風潮があり、自分がやっていることに自信を持てな

い男性も多いと思う。出演される男性をそのような方にすれば、男性も見やすい番組

になったのではないか。 

 

○  ７月３日(土)のＦＡＣＥＳ いじめをこえて ３０ｍｉｎ．「ジャングルポケット 斉

藤慎二」(Ｅテレ 後 4:00～4:30)は、斉藤さんが昔、壮絶ないじめにあったことについ

て語る内容だった。いじめは、誰にでも起こり得る問題でもあるし、いじめにあって

いる当事者を勇気づける内容だったと思う。周囲の若い人に「ＦＡＣＥＳ」という番

組を知っているかと聞いてみたが、知らない人が多く、もったいないと感じた。この

番組を教師や大人が見るだけでも世の中が変わるのではないかと思った。またＮＨＫ

のホームページには、関連のページがあってさまざまな悩みを打ち明けられるように

なっていて、もっと利用されるようにしたほうがいいと思った。もっと多くの人に情

報を届ける工夫をしてほしい。 

 

○  ７月１１日(日)のこころの時代～宗教・人生～「怒りを超えて優しさを」を見た。

イラク人質事件に巻き込まれた今井紀明さんにスポットを当てた番組だった。日本に

戻ってから激しいバッシングを受けた今井さんが、今、若者支援のＮＰＯの代表とし

て活動する姿を描いていた。もっと重苦しい番組かと思ったが、非常におもしろかっ

た。今回の番組で終わらせるのはもったいないと感じるほど、すばらしいドキュメン

タリー番組だった。 

 

○  ７月７日(水)の英雄たちの選択「日本を襲った“スーパー台風” ～今に活かす歴

史の教訓～」は、今に生かす歴史の教訓というテーマで、タイムリーな内容だった。

古い文献なども含めて丹念に調べあげ、当時どのような復興対策をやったのか、避難

のあり方はどうだったのかなど、今に通じる教訓がちりばめられていたと思う。歴史
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家の磯田道史国際日本文化研究センター教授が、「国力が衰えている日本では、これ

から公助だけでは完全に住民を守れない段階にきている」というコメントが印象に

残った。災害から自分や隣人をどうやって守るのか、共助や自助の重要性が増すと考

えられる。その意味でも過去の歴史を学ぶことはとても大切だと再認識した。これか

ら台風が多くなるシーズンになり、被害の発生が想定される。きめ細かな事実報道、

客観的な報道をしてほしい。また、注意喚起もとても大事だと思うので、今後もさま

ざまな形の番組を期待している。 

 

○  シリーズ江戸川乱歩短編集 IV について、７月１２日(月)「怪人二十面相」(総合 後

10:45～11:14)と１４日(水)「少年探偵団」(総合 前 1:14～1:43）の回を見た。異色の

キャスティングで映像化されていて、毎回楽しみにしているが今回もとてもよかった。

両方とも満島ひかりさんが主演で、彼女の魅力が存分に発揮されていた。１４日の回

は「少年探偵団」と言いながらも年配の俳優が演じていて、普通のドラマではあり得

ないが、このドラマだとマッチしてしまうところがおもしろい。セットも時代を感じ

させる雰囲気で、大人も楽しめる。ぜひ今後も続けてほしいシリーズだ。 

 

○  個別の番組の話ではないが、「見える化」ということばを放送で使っていて、とて

も違和感がある。「視覚化」ということばにしてみてはどうか。「見える化」のほうが

分かりやすいかもしれないが、日本語の乱れを感じる。日本語の大切さ、美しさはき

ちんと守っていっていただきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫとしては、平易なことば、そのことばを使ったとき

に文字がすぐイメージできることを大原則としている。「見え

る化」ではなく、例えば「視覚化する」というと、「四角」と

捉えられてしまうこともある。ＮＨＫとしても考えていかな

ければいけない部分だと思う。日本語としての正しさを追求

すべきという大原則はあるが、分かりやすくするというせめ

ぎ合いもある。今後、どのような言い方をするのがいいのか、

検討を続けていくべきだと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ことばは生き物であると思う。世代によっても受け止め方

が変わってくる。本来持つ意味から転じたことばも数多くあ

り、そちらが多数派になった場合に、ＮＨＫではどちらを使

うべきか、その都度検討している。個々のことばに関しては
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さまざまな意見があると思うが、今後も視聴者の意見を受け

止めて考えていく必要があると思う。 

 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年６月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１７日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「みちのく頂をめざして」も含め、放送番組一般について活発に意

見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、７月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤 美嶺（防災士） 

副委員長  佐藤勘三郎（(株)ホテル佐勘 代表取締役社長） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

鷹山ひばり（七戸町立鷹山宇一記念美術館 館長） 

南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 特任准教授） 

         松沢  卓生（株式会社浄法寺漆産業 代表取締役） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

八代 浩久（東北インフォメーション・システムズ(株)取締役社長） 

          

 

（主な発言） 

 

＜「みちのく頂をめざして＃４」（総合 ５月２８日(金)放送）および 

「みちのく頂をめざして＃５」（総合 ６月１１日(金)放送）について＞ 

 

○  今回の２回の放送に青森県と秋田県の話題が入っていなかったことが残念だっ

た。東北での放送なので、各県の話題をバランスよく取り上げたほうがよかったので

はないか。さまざまな競技の選手を紹介していたが、登場した一人一人の選手のこと

ばには重みがあった。また、本気でやっていると必ず周りが助けてくれる、周囲の力

の大きさも感じた。前回の東京オリンピックの柔道代表だった神永昭夫さんの話題で

は、柔道という競技がどういうものであるのかを考えさせられた。勝つか負けるか、

毅然とした姿勢で戦う神永さんの姿に改めて感動した。今回のオリンピック・パラ

リンピックにもそういう選手が出てくることを期待したい。「＃５」の最後が宮城県

石巻市の聖火ランナーの話題だったが、ほかの話題の取り上げ方と違って、やや気に
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なった。 

 

○  登場した人たちそれぞれに立場や原体験があり、それをしっかり受け止めて前を向

いて進んでいる姿に、人間のすばらしさを感じ刺激をもらった。印象深かったのは視

覚障害者柔道の半谷静香選手のエピソードで、さまざまな工夫をしながら練習をする

姿が紹介され、今まで知らなかった世界を見せてもらった。これからオリンピックを

見る時に、そうした知られざる努力に思いをはせながら応援したくなると感じた。多

様な競技があることも分かり、家族で見る時間帯なので会話が弾むような内容でよ

かったと思う。宮城県石巻市の聖火ランナー鈴木典行さんの話題では、多くの人に東

日本大震災の時に大川小学校で起きたことを知ってほしいという思いが伝わった。津

波での被害や教訓をオリンピックに絡めることで触れやすくなり、考えるきっかけに

もなったと思う。復興五輪という意味もあり、鈴木さんの声を多くの人に届けられた

と思った。また、これまで放送した３回分も含めて再放送し、機運の高まりにつなげ

てほしいと思った。 

 

○  福島の自転車競技の話題では、競輪選手を養成する道場があることや、鶴ヶ城の中

にかつて競輪場があったことなど知らないことが多く驚いた。前回の東京オリンピッ

クの柔道競技に出場した神永さんを取り上げたこともよかった。神永さんを知らない

世代が増える中、偉大な功績を残した人たちがオリンピックの歴史を形づくってきた

ことを改めて振り返ることは重要だと思う。また、オリンピックの話題になると、メ

ダルの期待がかかる競技や人気のあるスポーツにばかりに焦点が当たるが、この番組

では目立つことが少ない競技でも頑張っている選手にスポットライトを当てていて

非常によかった。宮城の聖火ランナーの話題について、直前に紹介したカヌー選手の

話題とのトーンが違い過ぎて少し違和感があった。東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催に関しては賛否両論ある中で、粛々と練習に励む選手たちには、思う存分本

番で力を発揮してもらいたいと思った。 

 

○  東京オリンピック・パラリンピックの開催については、世論が分かれている状況

で、あえてこの番組を放送したことの意味について考えさせられた。しっかりと機運

を盛り上げていくという決断だったのだと理解した。２回を通じて６人の方を取り上

げていたが、秋田と青森の紹介はなかった。東北６県からバランスよく選定したほう

がよかったと思う。もしくは、過去の放送から今回取材できなかった地域の方をダイ

ジェストで紹介してもよかったのではないか。山形のアーチェリーの選手や福島のパ

ラリンピック柔道の選手の２人が印象に残った。金メダルや勝利にこだわるような風

潮がある中で、自分を磨きながら逆境をはね返して頑張っていて、そうした選手を取

り上げることは非常にすばらしいと思った。 
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○  視覚障害のある柔道パラリンピック代表の半谷静香選手が技をことばで理解して

いく過程の説明がわかりやすく、技を覚えるまでの苦労と努力が伝わってきた。また

前回の東京オリンピックの柔道競技に出た神永さんの話題が印象的だった。決勝で負

けてしまったが、相手をたたえる姿勢など、負けたことによって柔道を世界に広める

きっかけを作ったと言われていて、偉大な功績を残した人だと思った。東北には、多

くの優れた選手がいることを示す番組になったと思う。縁遠い存在に感じるオリンピ

アンを、アットホームな雰囲気で紹介し、選手を身近に感じられる番組だった。気軽

に見やすい内容だが、きちんと大事なことも伝えていたと思う。マイナー競技の選手

への取材が少ない中、この番組は貴重な応援の場になったと思う。今後もメダルを取

るかどうかにかかわらず、多くの選手に温かなエールを送るような番組を作っていっ

てほしいと思う。 

 

○  身近な家族の愛情、サポートがあることで選手が強くなることを感じる番組だっ

た。岩手県出身でカヌー代表の水本圭治選手は、オリンピックになかなか出られず、

今回やっと代表になったということで応援したい気持ちになった。名前の画数や農家

の後継ぎであることなど、通常のアスリートを紹介する視点とは違う観点で紹介して

いたのでおもしろいと思った。また、宮城県石巻市の聖火ランナー、鈴木さんの東日

本大震災で亡くなった娘や子どもたちへの思いが強く伝わってきた。被災した方や家

族を失った方など、さまざまな方が聖火ランナーとして走ると思うが、追悼の思いを

抱いて走る鈴木さんを応援したいと感じた。オリンピックを盛り上げる番組が少ない

中で、貴重な番組だったと思う。初めて知る情報も多く楽しい番組だった。 

 

○  オリンピックは、ナショナリズムが強調される危険性もあるが、それを相対化させ

る枠組みとして、地方と世界の両方に目配りされた構成になっていた。日本という国

家に偏るのではなく、「私たちの町」、「おらが町」の選手という観点からアプローチ

していた点が良かった。柔道の神永選手を取り上げるときにも、アメリカ人の外国語

指導助手が神永選手を紹介する演出など、国籍やジェンダー、障害の有無について、

多様性やダイバーシティーにも配慮して制作されていると感じた。ただ、考えなけれ

ばいけない難しい問題もあると思った。新型コロナウイルスの感染が続く中でオリン

ピックを行うべきかどうかという問題やオリンピックの在り方そのものも国内外で

議論が行われている。そこに復興五輪ということばが入ってくると、なかなか反対し

づらくなる。宮城県の聖火ランナーである鈴木さんの話題は、東日本大震災で亡く

なった娘への思いが描かれ、番組の一連の流れの中で、復興五輪が「盾」にされてし

まう危険性もあるのではないかと感じた。復興五輪という理念、アスリートによって

もたらされる感動は、本当にすばらしいものだが、それを盾にすることの功罪につい
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て、報道する際は、自覚的で、批判的な視線も持っておくことが大切だと感じた。視

聴者を誤った道へと導くことのないように、何かを切り捨てていないか、何かを盾に

していないかといった批判的な視点を持ちながら番組を作ってほしい。 

 

○  東北とオリンピックは、縁が薄いと思っていただけに、このような番組が放送され

てうれしい。身近な地域の選手の活躍を知ることができてよかった。岩手のカヌー選

手の話題では、代々続く家やその土地柄、地域とのつながりが非常によく表現されて

いた。オムニバス形式でエンターテインメント性もあるので見やすい作りになってい

た。現役で活躍する選手だけではなく、過去に活躍した柔道の神永選手のような人も

紹介したことで歴史の深みが伝わりとてもよかった。神永選手については、昔の映像

だけでなく、東北高校の漫画部の本やよく知る人へのインタビューなど多角的に描い

たこともよかった。また、パラリンピックの選手も紹介し、バランスが非常によかっ

たと思う。鈴木さんの話題は少し違和感があったが、アスリートだけの番組ではない

と思うので、取り上げたことはよかったのだと思う。 

 

○  オリンピックに関する自慢をテーマに、周りの人から見た選手の頑張りや人柄など

が紹介され、とても好感が持てる番組だった。地域の歴史や過去のオリンピックにま

つわる話など、人だけではなく地域にもスポットを当てているので、地域への愛着に

もつながる内容だった。アーチェリーの中村美樹選手の話題は、山形県鶴岡市の人々

からの愛を感じるような構成になっていて、「地元鶴岡に恩返しできるように」とい

う彼女のことばから、地域全体で応援していることが伝わった。５回目の放送では、

全体を通して家族の愛をテーマにしていると感じた。特に、カヌーの水本選手の話題

で、にこやかにインタビューに答える両親の姿が印象的で、息子のことが好きで自慢

だという雰囲気が伝わってきた。柔道の半谷選手の話題でも、母親がこれまでの試合

でつけていたゼッケンを大事そうに見せるシーンもあり娘のことを誇りに思ってい

ることが伝わってきた。宮城の聖火リレーを走る鈴木さんの話題でも、津波で亡く

なった娘への思いを感じた。ただ、オリンピック自慢というテーマに当てはまるの

か、明るい話題の中に突然入ってきたように感じ、違和感があった。さまざまな思い

を持った聖火ランナーがいると思うので、聖火ランナーを特集する回があってもいい

のではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  オリンピックというと東北と距離がある部分もあると思う

ので、それを近づけたいという思いで制作した。また、スポ

ーツ番組のように金メダルが期待される注目選手を紹介する
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のではなく、地域とのつながりや選手を通じて地域の人々を

描きたいと考えた。そこに、エンターテインメント性を持た

せて幅広い世代に見てもらうことを目指した。 

取り上げる内容については、東北をまんべんなく取り上げた

いと思っていたが、新型コロナウイルスの影響で、取材が難し

くなった選手もいて、今回は東北６県すべての地域を取り上げ

ることはできなかった。地域に偏りが出ないように、過去に伝

えた内容をダイジェストで紹介するコーナーを作るなど、今後

考えていきたい。聖火ランナーの話題に関しては、番組全体の

雰囲気に比べると違和感を持たれた方も多かった。復興五輪が

「盾」にされてしまうのではないかという意見については、今

後の制作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月２１日(金)の東北ココから「もっと市民と考える“あの日” 朗読会」を見た。

仙台局の森田茉里恵アナウンサーの心地よい朗読とそれに寄り添うようなピアニス

トの秩父英里さんの演奏で始まり、心静かに東日本大震災当時のことを思い起こすこ

とができた。亡き人をしのび、１０年たった心境の変化や行動の変化を語り合い、そ

れぞれが東日本大震災にどう向き合っていくべきかということを深く考えさせられ

る非常にいい番組だった。司会の津田喜章アナウンサーの進行もよく、一般の出演者

も安心して話しやすい場になっていたと思う。特に、セットが車座になっていたので、

話すときにプレッシャーを感じにくく、安心感のある配置に工夫されていていたとこ

ろが良かった。ただ、リモートでの参加者は、テレビの分割した画面で紹介されてい

たが、一人一人のモニターが車座の中に配置できたらもっとよかったのではないか。

今後も自分の心情を吐露する静かな語り合いができる番組を期待している。 

 

○  ５月２１日(金)のきんよる秋田「小さな旅 山に生きるマタギの春 ～秋田県 阿

仁～」を見た。秋田の美しい自然の映像で、地元の人でも知らないような、魅力を味

わえる番組だった。そこで暮らす鍛冶屋のシーンが非常におもしろかった。マタギに

ついては、その暮らしぶりや猟のやり方など日常に寄り添った内容をもっと深く見た

いと思った。マタギに迫るような番組を改めて企画してもらいたいと思った。 

 

○  ５月２１日(金)のいわチャン×発見!あおもり深世界 SP「ひらけ！縄文の扉」(総合 
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後 7:30～8:15 岩手県、青森県向け)は、北海道と北東北の縄文遺跡群が、国際連合教

育科学文化機関の世界文化遺産の登録勧告になる直前の放送で、タイムリーだったと

思う。縄文文化を東北から発信できるいい機会になったと思う。実験考古学という手

法で、石斧で木を切ってみるなどの再現実験をして、身をもって体験するというアプ

ローチが新鮮だった。タレントの昭英さんと小島よしおさんが楽しそうにチャレンジ

していたのがよかった。盛岡局の佐藤龍文アナウンサーも防寒対策でひげをのばした

り、縄文の衣装を着て仕事をするなど体を張っていたのがよかった。縄文の番組とし

て継続していってほしい番組だと思った。 

 

○  ５月２９日(土)の大好き♡ 東北 定禅寺しゃべり亭～ＭＯＮＫＥＹ ＭＡＪＩＫ

～」を見た。目をきらきらさせて、やりたいことや夢を語っていて、引き込まれて見

た。歌手のイメージしかなかったが、養蜂を始めたメンバーの話やワイン造りを始め

た他のメンバーの話など、それぞれに自分のやりたいことを見つけて、楽しんでいる

姿にこちらもわくわくした。人生の楽しみ方を知っている人たちという印象で、前向

きになる力をもらえた。メンバーはそれぞれがばらばらの活動をしているが、「音楽

のようにゼロから作り上げていきたい」「皆さんに喜んでもらいたい」というキーワー

ドでつながっていることがよく分かるいい番組だったと思う。 

 

○  ６月４日(金)の東北ココから「逆境は“味”で乗り越える～福島の日本酒を支える

男～」を見た。県の施設で酒造りを研究する鈴木賢二さんの日本酒造りにかける情熱

や地元の酒蔵に対する深い思いが伝わるいい番組だった。新型コロナウイルスの影響

で、家で飲む酒の需要が増えたことに対応するために、新しい酒造りに挑戦する姿や

酒造会社の人たちへの指導など、今や福島の日本酒作りは、鈴木さんなしでは語れな

いのではというように感じた。ただ、冒頭と途中にアナウンサーが出てくる場面が

あったが、ナレーションだけで済ませてもよかったのではないのかと思った。アナ

ウンサーが出演しなければ番組が成立しないという場合にのみ出演させるべきで、

もっとほかに必要な情報を入れてもよかったのではないか。 

 

○  ６月４日(金)の「東北ココから」を見た。東京電力福島第一原子力発電所の事故の

風評被害の中で、懸命に酒造りに取り組む酒造会社の方々、それを科学の知識とデー

タの活用によって支える研究者の努力をよくまとめて伝えてくれた番組だった。長期

に渡って取材した内容で、福島県全体の酒造りに対するさまざまな努力がよく分かっ

た。一方、科学の知識やデータを活用した酒造りは日本全国にいくつか先例があるが、

なぜ福島でそうした取り組みが遅れたのかという点や他県と比べ酒造会社の数が多

いことが全国新酒鑑評会の受賞にどう影響しているのかなどをもう少し深く掘り下

げて紹介してほしかった。いかにいい酒を造っても、認知度が低いなどの課題もあり、
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販路を拡大していくための方策など、現場や消費者に役立つような情報を盛り込んだ

番組を今後もぜひ作っていってほしいと思った。 

 

○  ６月４日(金)の「東北ココから」を見た。鈴木さんが、「安全だ、安全だというの

を前面に出しても聞かない人は聞かない」と話していたのが印象的だった。復興を支

えてきた方々が直面するよくある話で、理屈ではなく、味を変えていかなければなら

ないという鈴木さんのことばが最初の段階で出てきてぐっと引きつけられた。酒の味

を決めるということは本当に大きなことで、酒蔵の方たちへ丁寧に接しながら鈴木

さんがけん引していった様子が丹念に描いていてよかったと思う。また、日本酒造り

の解説でイラストが出てきたが、擬人化するなど、難しい内容だからこそ、興味がわ

くようにもう少しかわいらしいイラストで説明してもよかったのではないか。ＩＴ企

業をやめて祖父の酒蔵を継いだ方が登場し、初めての全国新酒鑑評会で賞を取ったと

きに涙を見せた。これまで苦労してきたからこその涙だったと思うが、少し唐突感が

あった。どのような苦労があったのかなど、もう少し丁寧に紹介したほうが伝わりや

すかったと思う。 

 

○  ５月３０日(日)の明日をまもるナビ（８）「水害からの避難の極意」は、難しいこ

とばをあまり使わずに、分かりやすい内容だった。出演者も、スーツではなく親しみ

やすい服装で親近感の湧く話し方をしていたので、日曜日の午前中に家族で見るのに

とてもいい番組だと思った。ただ、番組冒頭のＶＴＲで、西日本豪雨で避難所に避難

した人は０．５％と紹介した後に、スタジオのアナウンサーが、避難の呼びかけに動

いた方は０．５％という説明をしていたが、避難行動イコール避難所への避難と受け

取られてしまう危険があったと思う。危険な場所にいない人まで避難所に殺到して、

本当に必要な人が避難所に入れないことを避けるため、在宅避難なども検討の一つに

入れることが重要だと言われている中で、そういった点にも配慮した表現をしたほう

がよかったと思う。防災を特集ではなく定期的な番組で放送することは画期的だと思

うので、今後も期待している。 

 

○  ６月１日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「その出会いが、未来を変える～

販売員・橋本和恵～」を見た。毎回、それぞれにドラマがあり、人としての魅力があ

る方が登場するが、人選がすばらしいといつも思っている。「あなたにとってプロ

フェッショナルとは」という問いかけが出てくるが、毎回興味深く楽しみにしている

部分だ。この番組に限らず、ＮＨＫの多くの番組は、取材を丁寧にしていると感じて

いる。取材される人の人となりを見極め、その人らしい部分をしっかり伝えていくこ

とにつながっていると思う。これからもしっかりと取材を重ねて魅力ある番組を作っ

ていってほしいと思っている。 
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○  ６月３日(木)の日本人のおなまえ【おなまえミステリー２】「地名の一戸～九戸 四

戸だけがない！」を見た。以前から疑問に思っていた地名だっただけに、興味深かっ

た。馬の生産や農業、江戸時代の飢きんなど、さまざまな要因が重なって四戸という

地名だけがなくなったということが分かり、非常に勉強になった。 

 

○  ６月１０日(木)のクローズアップ現代＋「ジェンダーギャップを町ぐるみで解消・

試練の先に」は、ジェンダーギャップ解消に取り組む兵庫県豊岡市をフィールドに

しっかり取材されたいい番組だった。豊岡市は若者回復率という独自の指標で、一度

転出した女性が戻る率が男性より低いという問題を解消する取り組みをしていた。こ

の問題は、ほかの地域にも共通していると思う。地元ではジェンダーギャップが強く、

ふるさとに戻りたいが戻れず、都市に人が流出してしまうという問題を浮き彫りにし

ていたと思う。男性目線でつくられた社会そのものを見直す必要があるのではないか

という問題提起もあり、多くの人に見てもらいたい番組だった。東北でも各局で

ジェンダーや性的マイノリティーをテーマとした番組を作り、自分の地域、自分のま

ちで考えられるような番組作りにチャレンジしてほしいと思った。 

 

○  ６月１５日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「作ることが、生きること 陶

芸家・辻村史朗」を見た。辻村さんは独学で道を切り開いてきた陶芸家で、そのこと

ば一つ一つが心に響き、自分の生き方を振り返る機会になった。焼き物作りは土を掘

ること、見つけることから始まるが、その土に対する思いを淡々と語っていたのが印

象的だった。土の中に混ざっているものを完全にきれいにしないで、混ざっているも

のもいかして作る姿も心に残った。最近は、志野茶わんを試行錯誤して作っていたが、

いくつになっても納得いくまで作り続ける姿勢が彼の作品の評価を高めるのだと

思った。時間の経過で評価は変わっていくが、焼き物は紀元前から始まった物で、そ

の長い歴史が今も受け継がれていることに価値があるのだろうと歴史の重みを感じ

た。 

 

○  ５月２９日(土)のウワサの保護者会「これって“やりすぎ教育”？」を見た。「や

りすぎ教育」の著者で臨床心理士の武田信子さんがゲストだった。子どもを思うあま

り、親が本人の限度を超えて勉強や習いごとなどをさせてしまう体験を語ったり、専

門家がアドバイスする内容だった。子どもの精神的幸福度のデータ提示や「教育虐待」

についても考えさせられる示唆に富んだ内容だった。社会的ひきこもりは、親子の問

題にとどまらないということや遊びの大切さなども分かる内容になっていて興味深

かった。子育てに正解はなく、不安な親も多い中で、教育というテーマは重要だと改

めて感じた。さまざまな視点で、教育、次世代、学び、遊びについて番組で取り上げ
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ていってほしい。 

 

○  ５月２８日(金)と６月４日(金)のレギュラー番組への道「さがせ！幻の絶版車」

(BSP 後 11:15～11:44)を見た。ＮＨＫでは、車の番組があまりないので、非常に興味

深かった。クレイジーケンバンドの横山剣さんと雑誌編集者で自動車評論家の鈴木正

文さんが進行し、マニアックな雰囲気だが、登場するのは一般の方々で、親しみやす

さとマニアックさが同居した番組だと思った。車には、家族の思い出やエピソードが

詰まっていて、登場した方のエピソードも興味深かったが、自分自身の車のことも思

い出すきっかけにもなると思った。絶版車を番組スタッフが見つけ出していく過程も

非常におもしろく、最後には絶版車が走る場面も出てきたのがよかった。ぜひタイト

ルどおりレギュラー番組になってほしいと思った。 

 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年５月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、２０日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、東北ココから「思いのまま“不登校”を語るＴＶ」も含め、放送番

組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、６月の番組編成の説明と放送番組モニター報告、視聴者意向報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  佐藤 美嶺（防災士） 

副委員長  佐藤勘三郎（（株）ホテル佐勘 代表取締役社長） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

桂木 宣均（日本地下水開発（株）代表取締役社長） 

鷹山ひばり（七戸町立鷹山宇一記念美術館 館長） 

南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

         西内みなみ（桜の聖母短期大学 学長） 

   松沢  卓生（（株）浄法寺漆産業 代表取締役） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会委員長） 

八代 浩久（東北インフォメーション・システムズ（株）取締役社長） 

          

（主な発言） 

 

＜東北ココから「思いのまま“不登校”を語るＴＶ」 

（総合 ５月１５日(土)放送）について＞ 

 

○  番組を見て感じたことは、出演者の人数が多すぎたのではないかという点だ。不登

校の子どもたち、その親の気持ちそれぞれに分けて、もう少し時間をかけて聞きた

かった。教室の前に立つと泣いてしまう、学校に行けない自分が非常に悔しいなど子

どもたちの話を聞いて、どうしていいか分からない、何でそういうことになっている

のかというところが焦点なのではないかと思った。結論は出ないテーマだと思うが、

ある程度の道筋をつけられるような番組だったらもっとよかったと思った。また、学

校に行かなくても、社会に出たときに、どのような生き方ができるのか、親が子ども

に話す機会を作ることは重要だと思う。番組内で親の話の中にそのような話題もあっ

たらよかったのではないか。とても考えさせられるテーマだったが、もう少し深く、
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出演者の人数も制限した構成で見てみたかった。 

 

○  この番組が、過去に秋田と山形で制作された不登校をテーマにした番組の放送後、

視聴者からの反響を取り入れて作られたということで、ＮＨＫが本気で不登校という

問題に立ち向かっていることがよく分かった。不登校に悩む子どもたち同士で話しを

するだけではなく、不登校を経験した人に悩みをぶつけたり、質問したりする場もあ

り、とことん寄り添って向き合う構成になっていたと思う。出演した子どもも含め、

番組を見た今不安を感じている子どもたちも勇気づけられたと思う。子育てをしてい

る人や子どもたちを指導する立場の人にとって勉強になる内容で、さらに不登校につ

いてあまり興味のなかった人にも考えるきっかけになったと思う。大人がさまざまな

場面で、もがいている子どもたちを受け入れる懐の大きさを持った社会にしていかな

ければいけないと考えさせられた。なぜ不登校の子どもたちが増えているのかという

点ももう少し掘り下げてほしかった。 

 

○  番組に参加した子どもたちが、自分の思いや疑問点を話したり聞いたりしたこと

で、気持ちが楽になったと話していたことが印象に残った。テレビの番組としてみん

なで話し合う場を設けたことは非常にいいことだと思うが、自治体や支援団体などが

自由に語り合える常設の場を設けることが必要なのではないかと思った。当事者がい

かにそのような場を必要としているかということが伝わってきた。また、一般的に学

校に行くことが絶対だという価値観に縛られている人が多いことにも気づかされ

た。ホームスクーリングを実践している子どもをサポートしている松浦真さんの話か

ら、学校へ行かないことは悪いことではなく、学校に行けない人たちが選択できる学

習環境を整えることが必要だということが伝わってきた。不登校を経験しても活躍し

ている人がたくさんいることも分かり、その存在は、子どもや親にとっても励みにな

ったと思う。今後も内容を深めた番組を期待している。 

 

○  自分には関係ないと思って、チャンネルを変えてしまう人も多い性質の番組だった

と思うが、悩んでいる人に届けたい、寄り添いたいという熱意が伝わる内容だった。

学校に行けないことで追い詰められている子どもたちに、知る機会、つながる機会を

提供し、当事者に救いの手を差し伸べる企画だったと思う。たとえ小さくても、誰か

が切実に求めるものを番組化したというその試みがすばらしいと感じた。幅広い情報

が紹介され、大人が楽しんで生きる姿を見せることが大事だということなど、当事者

しか語れないことばがたくさんあった。松浦さんの「不安を解消するためにこそ自分

を大事にして元気をためてスキルを生かす」という話が印象的だった。学校に行かず

にどのように学ぶことができるか、子どもの学びをどうやって支えていけばいいのか

という視点でも掘り下げていってほしい。ただし番組の放送時間が当初の予定から変
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更になり、見逃した人が周りにいたので、夜の時間帯で再放送を検討してほしい。 

 

○  「思いのまま“不登校”を語るＴＶ」というタイトルが、どのような番組なのか分

かりにくいと感じた。さまざまな立場の人が意見を話していくので、内容をまとめる

のが難しかったと思うが、司会を務めていた不登校新聞編集長の石井志昴さんの仕切

りが非常によかった。座談会に出ていた子どもや保護者も緊張していたと思うが、石

井さんが的確に声をかけて、うまくまとめていたと思う。ホームスクーリングという

制度や、1,000 人当たりの不登校の子どもの数が宮城県が全国で最多だということな

ど、新しい知識も得られた。さまざまな問題点を取り上げた興味深い番組だったと思

う。今回は当事者がありのままのことばを語ることを重視した構成だったと思うが、

テレビを見る側としては、ある程度、落としどころが明確に見えていたほうが見やす

かったと思う。不登校の問題について関心のない人に、どうすれば興味を持ってもら

えるのか、番組の見せ方にもう少し工夫があればよかったと思う。 

 

○  不登校の当事者ではないと、なかなか興味を持ってみることが難しい番組だったと

思う。当初は４月２３日(金)の午後７時３０分から放送予定だったが、その時間帯に

不登校というテーマで当事者のオンライン座談会を放送する意義はどこにあるのか

と考えてしまった。ただ番組を見て、不登校に悩む子どもたちが同じような気持ちや

悩みを持つ人たちと接し、話を聞く場があることで、今後の自分自身の行動を考える

ヒントに繋がる機会になっていたのではないかと感じた。テレビという媒体を通し

て、話し合う場を設ける取り組みとしては、非常に意義があったのではないかと思

う。ただ、多くの視聴者に届くかという点でみるとなかなか難しい。７２分という時

間も長かったと感じた。 

 

○  オンライン会議形式のマルチ画面で複数の出演者が議論する演出だったため、スム

ーズに進行するか懸念していたが、さまざまな工夫により最後まで違和感なく見るこ

とができた。発言者のプロフィールをそのつど、画面にスーパーで表示していた点も

分かりやすかったし、司会に不登校の人たちの情報発信を行うＮＰＯの代表であり、

自身も不登校を経験した石井さんを起用した点も当事者や保護者に寄り添ってお

り、コメントをうまく引き出せていた。ＮＨＫではほかにも非行に関する問題など、

集団で暮らしていくうえで避けることのできない社会全体のさまざまな課題を伝え

ているが、今後も社会に通底している問題については深く掘り下げて伝えていって欲

しい。 

 

○  番組を見て、さまざまな理由や環境で不登校になってしまうというリアルな現状を

知ることができた。また、不登校の経験者や保護者など、それぞれの考え方やアドバ
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イスを聞いて、不登校の問題についてより理解が深まった。不登校の子どもたちを番

組を通じてつないでいくという取り組みは興味深いことで、悩んでいるのは自分だけ

ではないということが伝わったと思う。同時にオンラインでつながる仕組みを活用し

ていて、今だからできる企画だとも思った。それぞれの安心できる場所から参加でき

たことで、気張らずに本音が話しやすかったと思う。延べ８時間、語り合ったという

ことで、番組の力の入れ方、意気込みを感じた。東北だけではなく全国的な課題だと

思うので、もっと多くの人に見てもらえる工夫をしてほしいと思った。内容的には、

見応えのある番組だったが、長すぎると感じた。飽きさせないようにコンパクトに

絞ったほうが見やすかったと思う。 

 

○  世代を超えた座談会が実現している番組だった。不安ということばがキーワード

で、自分が何に不安を持っているのかということを子どもたちがことばにできたこと

が重要だと感じた。自分の人生を楽しむ大人の姿を見せると、子どもたちも気が楽に

なるということが伝わってきた。今回は、不登校を経験しても社会で生き生きとして

いる大人が出演してたが、４０代、５０代で引きこもりになっている人もたくさんい

ると思う。参加した子どもたちの不安は、そうはなりたくないという不安のようにも

感じた。不登校の先には、ひきこもりの課題も見えてくると思う。今後も、内容を深

めて取材し、さらなる番組を期待している。 

 

○  不登校に悩んでいる当事者と不登校の子どもの気持ちを理解したいと思っている

人の両方にとって、発見の多い番組だったと感じた。長年、不登校に向き合ってきた

石井さんが司会を務めたのも適切で、新型コロナウイルスの影響で学校に行けなくな

った子どももいる時代に、共感しながら番組を見た視聴者も数多くいたのではない

か。この番組を視聴した不登校の当事者から話を聞いたが、座談会ならではの形式の

おかげで、多くの人の意見を聞くことができ、リモートだからこそ参加者が自分の気

持ちを正直に伝える事ができたのではないかと話していた。一方、保護者が泣いてい

るような重い場面は目を背けたくなるし、反対に番組のトーンが軽過ぎると、「自分

はこんなに苦しんでいるのに軽く見られているのではないか」とも思ってしまうとい

うことだった。不登校の当事者にとって最も辛いのは自身の選択について周囲の理解

を得られにくいことにあると思う。当事者である子どものタイプに合わせ、不登校も

含めさまざまな選択肢から自分に合った選択をすることも一つの手段であるという

認識が広まるとよいと思う。不登校の当事者がさまざまな選択を行うヒントを提示し

てくれる番組作りに期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の番組は、不登校の子どもたちとその保護者が不安や
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悩みを思いのままに語り合い、不安や悩みを少しでも軽減で

きる場を設けたいということで制作した。今、単元、教科の

学びだけに縛られない多様な学びが求められている。そのた

めに何が必要なのか、子どもたちが今どのようなことに悩

み、不安を感じているのか、その声に真摯（しんし）に耳を

傾けることが必要だと考えた。この番組で終わりということ

ではなく、今後、地域の人や教育関係者なども交えて、つな

がりの輪を広げていき、地域全体で学びの支援体制を作り上

げる動きを、番組を通して後押ししたいと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  できるだけ当事者の声をそのまま届けたいということがこ

の番組の大きな意図だった。今回、当事者どうしで語る場を

設けたことで、これまで分からなかった本音を引き出すこと

もできた。一方で、それぞれの立場から、意見を話してもら

うことを大切にしたために、内容が深まっていかない部分も

あったと思う。そのバランスが難しいと感じた。また、不登

校について関心のない人に対して、どうすれば見やすくなる

のかという点は今後、模索していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月１５日(土)の「大好き♡ 東北 定禅寺しゃべり亭～秋野暢子さん～」を見た。

秋野さんの人柄や被災地の支援活動をしていることなど、魅力が存分に伝わる内容

だった。大人が子どもの力を見抜けるかどうかという話や考え方がとてもすてきだと

思った。新しい人の魅力を知るきっかけや刺激を与えてくれるというテレビのよさを

感じた。また、ＮＨＫプラスで地域放送の番組も見られるようになりうれしい。ＮＨ

Ｋプラスのサービスについて、もっと多くの人が知る機会を作ったほうがいいと思う。 

 

○  ５月１６日(日)のＮＨＫスペシャル「ビジョンハッカー～世界をアップデートする

若者たち～」は、ビル・ゲイツさんが、今注目している社会問題の根本的な解決に取

り組む若者たちを紹介した番組だった。経済的に教育を満足に受けられない子どもた

ちの支援活動をしているＮＰＯ法人の李炯植さんが、さまざまな立場の方の協力を取

りつけながら活動していく様子に感心した。今、社会を変えるということは、このよ

うな人たちの活躍があるからなのだと思った。ビル・ゲイツさんが「若い人が未来を



6 

見据えて社会の大きな不公平に立ち向かうことはすばらしい、非常に期待している」

と話していたのが印象的だった。ナレーションは、若者に人気がある声優の小野友樹

さんだったのもよかった。若者がこうした問題に関心を持つきっかけになると思う。

世界中のビジョンハッカーを取り上げるなど、続編にも期待したい。 

 

○  ４月２９日(木)のあの日 あのとき あの番組「古賀稔彦さんがのこしたもの」(総

合 後 1:50～3:00)は、ＮＨＫアーカイブスに残る番組や映像で古賀さんのことを語る

番組だった。ゲストは柔道家の山口香さんと野村忠宏さんの２人で、話しも上手で、

最適なゲストだったと思う。今回、取り上げられた番組「ドキュメントにっぽん 三

四郎の雪辱」はとてもすばらしかった。古賀さんが試合で勝てなくなり、落ち込んで

いったときの様子を取り上げていて、自分自身の悔しさが残っている部分にチャレン

ジをする姿が潔くてとてもよかった。番組を見て、まだまだ自分自身もチャレンジし

たいと勇気をもらった。また、古賀さんの家族や近しい人の話を聞く別の番組なども

制作して、古賀さんにまつわる記録を残していってほしいと感じた。 

 

○  ４月２９日(木)のプロフェッショナル仕事の流儀「サンドウィッチマンスペシャ

ル」(総合 前 10：05～11：17)を見た。宮城県出身で、上京してからの苦労話しや東

日本大震災での経験などが語られていた。彼らのことばから、日本一愛されるお笑い

芸人たる魅力は、謙虚な人間性とお互いを尊ぶ気持ちだということが伝わってきた。

「背伸びしなくていい、誰かのためなら頑張れる、毎日が奇跡、あいつがいるから大

丈夫、コンビの夢はずっとコンビであり続けること」などが印象に残った。最もおも

しろかったのは、プロフェッショナル仕事の流儀の取材が入っていると聞いたときの

周りの芸人のリアクションだった。残念だったのは、２人がたばこを吸いながら話す

場面が多かったことだ。密着取材だったので仕方ないのかもしれないが、若い人や子

どもにはあまり見せたくないと思った。 

 

○  ５月１日(土)の【ストーリーズ】事件の涙「たどりついたバス停で～ある女性ホー

ムレスの死～」を見た。新型コロナウイルスの影響で仕事も住む所も失い、路上生活

を余儀なくされた女性が身勝手な犯行によって命を奪われた事件に対し、「他人事と

は思えない」という声が女性を中心に数多く寄せられたのをきっかけに、被害者を丁

寧に取材した番組だった。社会の一員であった被害者が、さまざまな事情や制約によ

りいつの間にか自身と社会との間にできてしまった壁を乗り越えられなくなって

いった事実を見つめた番組で、「現代における社会とはなにか」を考えされられるきっ

かけになった。最後の「人通りや交通量も多いバス停の光に社会との接点を求めてい

たのではないか」というナレーションが胸にしみた。今後も現在社会に潜む問題を深

く掘り下げてもらいたい。 
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○  ５月３日(月・祝)～５日(水)の「そして『みんなのうた』は生まれた」（総合 前 6:10

～6:30）を見た。懐かしい楽曲の誕生秘話を聞くことができて、楽しく見られる番組

だった。加えて、みんなのうた６０記念ソング「こんど、君と」の制作を担当してい

る小田和正さんの楽曲に込めた思いを知ることができ、アーティストが「みんなのう

た」に特別な思いを持って楽曲を作っていることがうかがい知れた。これからも心に

残る「みんなのうた」を提供し続けてほしい。家族で楽しく見られる大型連休向きの

番組だと感じた。 

 

○  ５月５日(日)のダーウィンが来た！１５周年ＳＰ「その手があった！絶滅レス

キュー大作戦」を見た。日本の絶滅危惧種を守る活動を紹介したスペシャルで、豊か

な暮らしを求めた人間が動物の生活の場を奪っていった事実を伝えた一方で、動物の

生息しやすい環境を取り戻すことができるのも人間であるということを、学ぶことの

できる番組であった。 

 

○  ５月１５日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「シュガーデート」(総合 後 10:40～

11:10)を見た。ＳＮＳなどを通じて男性と知り合い、食事やデートをするたびに金銭

的な援助を受けるという“パパ活”。その実態に迫る番組で、女性をあっせんする人

も取り上げていた。どのように男性と知り合ったかという点を、細かく伝える場面も

あり、自分もやってみたいと思う女性も出てきてしまうのではないかと不安に思った。

ＮＨＫが取り上げるべきテーマではなかったのではないか。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。語りとヒロインの祖母役の竹下景子

さんが、かきに生まれ変わったという設定だが、なぜかきになったのか、今後どのよ

うなに描かれるのか気になった。ヒロインの周りの登場人物が豪華で、個性がまだ出

しきれていないように感じている。周囲からは、宮城ことばが強過ぎて違和感がある

という話もあった。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。森、海、山の宮城の美しい自然、ヒ

ロインの清原果耶さんのフレッシュさ、現代が舞台なので親近感を持ちやすく、トー

タルして爽やかで晴れやかな気持ちにさせてくれる作品だと感じている。人が集まる

シーンなど、新型コロナウイルスの影響でも工夫して撮影したのだと思うが、見てい

てうれしくなった。高木正勝さんの音楽や主題歌の「なないろ」は、このドラマの若

者の葛藤や乗り越えていく心のさま、映像美にぴったりだと感じている。これから先

の展開をとても楽しみにしている。 
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○  連続テレビ小説「おかえりモネ」は、地元の期待が高いと感じている。ヒロインの

清原果耶さんのフレッシュさ、鮮やかな色の衣装が多く、空の青さや海の青とうまく

溶け合っていていいと思う。新田サヤカを演じる夏木マリさんの存在感が際立ってい

て、全体的にいい雰囲気をつくっていると思う。貞山政宗公の遺訓がある新田家の

セットだが、全体的な統一感を出したほうがいいと思った。主題歌は時節を得ていて

とてもいい。エンディングで視聴者からの投稿写真を紹介する「観天望気」というコー

ナーも楽しませてもらっている。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。海や山などの開放的なシーンが多く、

見ている人を心地よい気分にさせてくれる。今後も宮城県の自然の雄大さや魅力をア

ピールするような撮影に期待したい。加えて、主題歌である「なないろ」を担当して

いるロックバンドの楽曲は音楽も歌詞もすばらしいので、主題歌以外の楽曲もドラマ

の中でぜひ活用してほしい。 

 

○  大河ドラマ「青天を衝（つ）け」を毎回楽しみに見ている。冒頭で、俳優の北大路

欣也さんが演じる徳川家康が時代背景や登場人物を紹介する演出がおもしろい。地図

や年表のパネルを自在に操って描き出すパフォーマンスに感心している。徳川家康の

目線で幕末の時期を語るところが新鮮だと感じている。明治維新以降は、どのように

語っていくのか楽しみだ。また、それぞれの登場人物を丁寧に描き出していると思う。

特に井伊直弼や徳川慶喜の描き方が特徴的だと思った。俳優の草彅剛さんのぼう洋と

した中に一本筋が通った演技がすばらしく適役だと感じている。渋沢栄一役の吉沢亮

さんもエネルギッシュでいいと思う。渋沢栄一の妻千代役の橋本愛さんも控え目だが

芯が通った女性を好演している。今後の放送に期待している。 

 

○  ４月１７日(土)のＥＴＶ特集「エリザベス この世界に愛を」(E テレ 後 11:00～

11:59)は、日本で在留資格がなく入管施設に収容されている外国人たちの心の支えに

なっているナイジェリア人の女性を追ったドキュメンタリーだった。入管行政の問題

点や強制送還の恐怖と闘いながら日々暮らしている外国人の人たちの苦悩がよく分

かるすばらしい番組だった。国会で出入国管理法の改正案の審議が行われている中で

の再放送で、タイムリーだったと思う。 

 

○  ４月２４日(土)の「我が心の大滝詠一」(BSP 後 9:00～10:29)を見た。大滝さんの

歌をじっくり聴かせる内容で非常にぜいたくな時間を味わうことができた。さまざま

な趣向で大滝さんの曲が演奏されてよかった。小林旭さんや薬師丸ひろ子さんが歌う

など聴き応えがあった。大滝さんの盟友、作詞家の松本隆さんも登場し、大滝さんの

人柄や音楽家としての特徴が分かるようになっていてとてもよかった。 
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○  「ウルトラセブン４Ｋリマスター版」を毎回楽しみに見ている。劇中の音楽が濁っ

て聞こえる。映像がきれいになっているので、音源もクリアだとさらによくなると感

じている。 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年４月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１５日(木)、ＮＨＫ仙台拠点放送局（ウェ

ブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、新年度に始まった番組およびリニューアルした番組も含め、一般番

組について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長  坂田 裕一（ＮＰＯ法人いわてアートサポートセンター 理事長） 

副委員長  佐藤 美嶺（防災士） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事) 

桂木 宣均（日本地下水開発（株）代表取締役社長） 

佐藤勘三郎（（株）ホテル佐勘 代表取締役社長） 

鷹山ひばり（七戸町立鷹山宇一記念美術館 館長） 

南條 和恵（仙台大学柔道部女子監督） 

         西内みなみ（桜の聖母短期大学 学長） 

         宮川 宏 （河北新報社 論説委員会副委員長） 

八代 浩久（東北インフォメーション・システムズ（株）取締役社長） 

          

 

（主な発言） 

 

＜新年度に始まった番組およびリニューアルした番組  

並びに一般番組について＞ 

 

 

○  ４月２日(金)の東北ココから「お帰り！田中将大投手 日本一をふたたび」を見た。

最初にアメリカ球界での活躍を振り返る映像があり、さらに、日本でプレーしていた

際、東日本大震災の被災地に足を運んでいたこと、日本一になったことなども含めて

紹介されていてよかったと思う。また、スタジオゲストの元投手の斎藤隆さんのコ

メントも的確でよかった。田中投手が戻ってきたことに対して、他球団の選手のコ

メントを紹介することで、多面的に人物像が見える構成になっていたと思う。渡米前

と大リーグ移籍後の田中投手の変化を映像と表で見せていた部分は、非常におもしろ
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かった。ただ、最後に田中投手が被災地に足を運んで少年と交流を持ったという話題

があったが、紋切り型のような気もした。 

 

○  ４月９日(金)東北ココから「新型コロナ “危機”をどう乗り越えるか」(総合 午

後 7:33～8:13)を見た。３人の専門家が出演し、解説をしていたが、新しい情報を提

供していたと思う。都市の規模、経済的な規模が似ている宮城県と広島県の感染者の

推移状況の分析はとてもわかりやすかった。また、変異株の動向に焦点を当てている

のもよかったと思う。ただ、医療や病床のひっ迫という部分に関しては、東北からの

視点で問題点を洗い出してほしかった。また、致死率のデータに関して、地域性や感

染者における年齢構成比などもあると思うが、他の要素が関係していないかもう少し

深く切り込んでほしかった。 

 

○  ４月９日(金)の「東北ココから」を見た。クラスターが起こった介護施設に応援で

入った方を取材していたが、個人の生活を犠牲にして働いていることを知って、はっ

とさせられた。今、感染者が増加している中で、私たち自身がより気を引き締め、周

囲に注意を呼び掛けるなど、感染拡大を抑えるために気を配らなくてはならないとい

う気持ちになった。また、さまざまなデータを紹介していたが、国分町の人出や、広

島県と宮城県の患者数の推移の比較などが分かりやすかった。変異株に関しては、も

う少し詳しい説明がほしかった一方で、専門家の方々が、以前よりも変異株に関する

データが蓄積してきているので、極度に恐れなくていいと言っていたことは心強く感

じた。今後も新しい情報があれば伝えていってほしい。 

 

○  ４月３日(土)の被災地からの声 つぎの一歩「宮城県仙台市」を見た。番組名の「つ

ぎの一歩」ということばがとてもいいと感じた。番組冒頭に、津田アナウンサーが「大

きな一歩も、ごく小さな一歩も一切差はありません。１０年たって次の一歩はまだな

いということを伝えるのも大事な使命です」と話してから始まったが、とても心に響

いた。被災地の希望や課題を提示するのではなく、一つの事実としてそれぞれの声を

紹介していくのが、この番組のいいところだと思う。以前に出演した方に当時のＶＴ

Ｒを見てもらう場面で、性格や気持ちは今も変わらないという話があり、変わらない

というキーワードが印象的だった。短い時間の中で、今の気持ちがしっかりと伝わる

構成になっていると思う。さまざまな場所、立場の方をまんべんなく取材しているこ

ういう番組はあまりないと感じているので、ぜひこれからもたくさんの声を紹介して

ほしいと思った。 

 

○  ４月１０日(土)の被災地からの声 つぎの一歩「福島県富岡町」を見た。タイトル

が「つぎの一歩」となったことで何か変わるのかと予想していたが、進行はこれまで
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と同じだった。津田喜章アナウンサーが「１０年は通過点であり、このまま事実を伝

えていくだけだ」と話していたのが印象的で、このままの形がいいと思った。被災地

の復興にはまだまだ時間がかかる。これからも困難に立ち向かう人々を取り上げて

いってほしいと感じた。 

 

○  ３月２６日(金)の「はまなかあいづＴＯＤＡＹ」を見た。オリンピックの聖火リレー

が福島から始まり、たくさんの取材が来て大騒ぎになるのではないかと案じていたが、

密を避ける取材体制になっていた。ＮＨＫと民放との連携が非常に進んでいることが

大きいと感じた。災害時も、テレビ局同士の連携がさらに進むといいのではないかと

改めて感じた。 

 

○ 新年度に入り「やままる」の出演者が新しくなった。男性キャスターの金子峻ア

ナウンサーの口調は、きりっとしていて聞きやすく、爽やかな印象だ。女性キャスター

は隔週で入れ替わる体制だが、キャスターで１人、原稿を読むスピードが早く聞き取

りづらい方がいる。どのような指導、教育をしているのか。キャスターにもアナウン

ス力を維持、向上するための施策を行ってほしい。 

また、地方局に１人は女性アナウンサーを配属してはどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今、番組のキャスターは若手も多く、その育成が差し迫っ

て重要な課題だと思っている。ニュースについては、あらゆ

る年代の人が理解しやすい速度で話すことを基本的には指導

している。育成の機会については、各局の管理職による指導

もあるが、仙台局や東京の経験豊富なアナウンサーによる全

国的な指導の機会を作っている。 

 

○  ３月３１日(水)の歴史探偵「参勤交代」を見た。「歴史秘話ヒストリア」の後継番

組という位置づけだと思うが、なぜ探偵事務所スタイルにしたのかよく分からなかっ

た。この番組は、新しい説を検証するような番組だと思うが、もう少しアカデミック

な基調にして、学識経験者や考古学の専門家を交えながらテーマを深く掘り下げてい

く構成にしたほうがいいと思った。アカデミックな歴史とエンターテイメントの両方

を追求するのであれば、2009 年から数シーズン放送された「タイムスクープハンター」

という番組がおもしろかったので、参考にしてはどうか。 

 

○  ３月３１日(水)の「歴史探偵」を見た。テーマに沿った再現ドラマを見ながら、俳
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優の佐藤二朗さんふんする探偵所の所長が突っ込みを入れる演出で、明るく佐藤さん

のカラーが出ている番組だと感じた。「歴史秘話ヒストリア」を見ていた人からする

と、もう少し落ち着いた雰囲気がいいと感じる部分もあると思う。また、視聴者の知

りたいという部分に切り込んだり、歴史にいざなってくれるような点が弱いと感じ

た。親しみのあるＮＨＫを出しているのかもしれないが、硬質で奥深い歴史番組のよ

さもある。ＮＨＫでなければ制作できないものを作ってほしいと思った。 

 

○  ３月３１日(水)の「歴史探偵」を見た。俳優の佐藤二朗さんが視聴者の目線で、質

問したり驚いたりしながら番組が進んでいったので、歴史への興味が薄い視聴者でも

とても楽しく見ることができた。今回は参勤交代に絞られた構成で、情報過多になら

ず見やすかった。さらに、探偵事務所という設定で、調査をしていく形なので、何が

新たに分かったことなのか、何を発見したのかという説明が明確で分かりやすかっ

た。大名行列の準備をした大島左源太の子孫の家から見つかった新資料を基に再現さ

れていたが、初めて知ることが多かった。人間味を感じるエピソードもあり、私たち

の生活の延長に昔があったと感じることができた。ただ、以前まであった「歴史秘話

ヒストリア」の最大の魅力、人間模様やストーリー性が、この番組にはなくなってし

まったように見えて残念だ。歴史に興味がある方にとっては物足りなさを感じるので

はないか。 

 

○  ３月３１日(水)の「歴史探偵」と４月１日(木)のダークサイドミステリー「笑顔が

暴力を生んだ夜～なぜ人々はヒトラーに従ったのか？」を合わせて見た。２つの番組

は、通説ではなく、少し違う角度から見たミステリアスな部分を軸とした番組という

点で共通点があると思う。ただ、「ダークサイドミステリー」はきちんと向き合って

作られた番組だが、「歴史探偵」は歴史にあまり詳しくない人にとっては分かりやす

いかもしれないが、歴史好きにとっては物足りないと思う。これから歴史番組はどち

らに向かっていくのか。分かりやすさだけにとらわれず、きちんと向き合う番組を作

る勇気を持たなければいけないと思う。そして、もう一つの共通点は、アナウンサー

の活躍だと思う。両番組に出演していたアナウンサーは、ニュースを読んで解説する

読み手としてのアナウンサーというよりは、きちんと語れるアナウンサーだと思う。

自分の考えをしっかり持ち、自分のことばで語れるアナウンサーが必要だと思う。自

分のことばで話せるアナウンサーになるためには、地域を知り、地域の人と触れ合う

ことが必要だと思う。東北にもすてきなアナウンサーがたくさんいる。どんどん地域

に出て活動してほしいと思っている。 

 

○  ４月３日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「１／２５２５ 行方不明の同級生と僕

たちの１０年」(総合 午後 10:40～11:10)は、東日本大震災で行方不明になった瀬尾
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佳苗さんの同級生が彼女の人柄や思い出を語り合う番組だった。ディレクターがその

同級生の一人ということで生まれた番組で、こうした番組の作り方もあるのかと非常

に感心させられた。会社経営に行き詰まった同級生の１人は、瀬尾さんだったらどう

行動するかと考えながら、彼女の存在を心の支えにして苦境を乗り切ろうとしたり、

結婚して子どもを産んだ別の同級生は、震災直後に瀬尾さんに送ったメールの内容を

今も後悔し続けているなど、さまざまなエピソードを通して、瀬尾さんに対する深い

思いが浮き彫りになっていた。ディレクターと出演者の距離が近く、カメラの前で素

直に心情を明かしていることが伝わり、地味ながらもとてもいい番組だと思った。 

 

○  ４月４日(日)の明日をまもるナビ(１)「住んでいる場所の災害リスク」は、相次ぐ

大災害からどう身を守るかというテーマで、ハザードマップの活用について取り上げ

ていた。この番組は一般市民の目線でさまざまな問いかけをし、その解決方法を地域

ごとに見ていく形で、分かりやすい番組だと思った。ただ、ハザードマップの中には

避難所について、どのような心構えで行けばいいのか、どういう方たちがどのように

開設し、運営されているのかは書かれていない。避難所に指定された公共施設でも人

事異動などで必ずしも避難所の運営に長けた人ばかりがいるわけではないので、ぜひ

ハザードマップの活用とともに、避難所の運営はどうあるべきかといった視点で、一

般市民の理解にもつながるような形で取り上げてほしいと思った。 

 

○  ４月６日(火)のクローズアップ現代＋「生理の貧困・社会を動かす『女性全体の問

題だ』」を見た。男性中心の社会の中で、女性の生理に対してはタブーの面があって、

理解されていないと感じていたので、まさかテレビで生理について取り上げるとは思

わなかった。お金がなくて生理用品が買えず自分で手作りをしている女性を取材して

いたが、生理用品を買えることが当たり前ではなく苦しんでいる人が多くいること、

親が買ってくれないという事実もあることを知り大きなショックを受けた。当たり前

の話が当たり前ではない現代社会について、このテーマを番組で取り上げたことは非

常に意義のあることだと思う。ぜひ今後もこうした問題についてもっと取り上げて

いってほしいと思った。 

 

○  ４月６日(火)の「クローズアップ現代＋」を見た。「生理の貧困」ということばに

インパクトがあり、貧困問題に関心を持ってもらうには重要なテーマだと思った。番

組を見終わってこの国の性教育の貧困を痛烈に感じた。さまざまなデータと共に「生

理」について全国放送で紹介したことは、女性の問題ではなくて、社会的な課題だと

いうことを明確に打ち出すことになったと思う。諸外国でトイレットペーパーは非課

税なのに、なぜ同じ生理現象の女性の生理用品が課税されているのかということが取

り上げられて、インターネット上での運動につながった例も紹介された。グローバル
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な視点からこの問題を取り上げたことはとても意義のあることだと思った。 

「クローズアップ現代＋」が今年度でなくなるというインターネットのニュースを見

たが、硬派で取材力抜群の問題提起型の番組が改編によってなくなるということが本

当だとしたらとても残念だ。今後もぜひＮＨＫの核になるような番組を大切にしてい

ってほしい。 

 

○  ４月８日(木)のＳＯＮＧＳ「ＮｉｚｉＵ」(総合 午後 10:30～11:15)を見た。専門

家を呼んで楽曲の解説をしたり、なるほどと思える内容が多かった。各世代からの

メッセージを募集して紹介していたが、ファンの声に触れて出演者もファンを好きに

なるなど、出演者が喜ぶ仕掛けがいいと思った。時間を移設しての４５分に拡大した

ことで、フルコーラスで音楽をしっかりと楽しめる、そして新しいことも知ることが

できるというすばらしい音楽エンターテインメント番組になっていると思う。 

 

○  ４月９日(金)の第 97 回競泳日本選手権～東京 2020 オリンピック代表決定戦～「第

７日目」を見た。池江璃花子選手の頑張りで今励まされている人はたくさんいると思

う。池江選手に注目が集まっているが、そのほかの選手も平等に紹介していたのがよ

かった。ただ、オリンピック出場への選考基準の説明が不足していたように感じた。

出場枠はどのくらいあるのかなど、ボードにまとめて出すなど、もう少し選考条件を

細かく紹介してほしかった。 

 

○  ４月１０日(土)のＮＨＫスペシャル「池江璃花子 新たな挑戦」は、第９７回競泳

日本選手権の直後に池江選手が生出演していた。白血病という大変な病気の治療を乗

り越え、さまざまな練習、努力をして、今回の大会で金メダルを４つも取ったという

ことに大きな感動を覚えた。池江選手が「私は今まで勝負、勝つか負けるか、それし

か考えていなかったけれど、病気になって初めてその勝負の前にある壁、努力をする

壁というものに自分は気がついた」と話していて、涙が出てきた。彼女の人間として

の努力というものに感動したのだと思う。人間は、努力をしても花が咲かないときも

あると思う。それでも努力をして花を咲かせる、それが人間としての生き方だと思う。

そして、陰に隠れてひっそりと咲いた花にも目をやって、人間のその努力の結果を褒

めたたえなければいけないと思った。人が努力する姿は、大きな力を与えると感じた。 

 

○  ４月１０日(土)の「ストーリーズ 羽生善治〜天才棋士 ５０歳の苦闘〜」を見た。

最近の将棋界は、藤井聡太八段など若手棋士が台頭している。かつて７冠を保持して

いた羽生九段が３年前から２冠だったということで、将棋界が大きくさま変わりをし

ていることに驚いた。羽生九段がインタビューで、「２日間、お互い１６時間、盤の

前に座っているということだけで結構疲れそうだと思いませんか」と笑いながら語る
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姿に、これからも自分は将棋の世界で生きていくという決意が感じられて、ますます

応援したいと思った。番組を見て、羽生九段にとってタイトル戦に勝つことも一つの

ゴールだと思うが、それ以上にずっと挑戦し続けることが最も大事なことなのだと感

じた。中高年層にとって、これからの生き方を考えるヒントになったと思う。映像や

ナレーションから、制作者が羽生九段といい人間関係を作っていることが感じられた。 

 

○  ４月１０日(土)の【特集ドラマ】流行感冒(BSP 後 9:00～10:13)を見た。志賀直哉

が書いた小説が原作で、大正時代のスペイン風邪の流行をドラマにしていた。新型コ

ロナウイルスに翻弄される現代と同じようなことが 100年前にも起きていたことがよ

く分かった。見えないウイルスにおびえて、他人を思いやる心を失い、心理的に追い

詰められていく人間の醜さ、滑稽なまでのエゴイズムが見事に描かれていたと思う。

現代人に対してリアリティーのある警鐘を鳴らしたドラマだった。俳優の本木雅弘

さんや安藤サクラさん、古川琴音さん、石橋蓮司さんなど、大正時代の雰囲気を醸し

出してリアリティーのある演技でとてもよかった。こうした番組を今後も制作して、

新型コロナウイルスについて医学的、経済的に克服したことだけではなく、真の意味

で人間として新型コロナウイルスを克服することを伝える番組を期待している。 

 

○  ４月１１日(日)の「ニュース 地球まるわかり」は、アメリカでのアジア系住民に

対するヘイトクライムが増加しているという問題について、時間をかけて取り上げて

いたので、しっかり理解することができた。スタジオのセットが空港をイメージして

いて、海外に行きたいという気持ちにもなった。一番気に入ったコーナーは「旅する

世界」というコーナーで、マレーシアで人気のチャーシューワンタン麺を取り上げて

いた。食べ物の話題は身近に世界を感じられ、より興味を持てるテーマだと思うので、

今後も食の話題を取り上げてほしい。世界で起きていることを知ることは大切なこと

で、国際情勢を身近に感じられるこの番組は大変意義があると思う。 

 

○  「ニュースウォッチ９」や「クローズアップ現代＋」のメインキャスターが交代し

寂しく感じている。後任のキャスターがまだ硬い感じがし、「ニュースウオッチ９」

については、番組全体がまだこなれていない印象を受けている。 

 

○  「列島ニュース」を見ている。九州の何かのイベントを紹介したニュースで、「い

ついつ開催するとのことです。十分な熊対策をするとのことです。来場者は何人くら

いとのことです」と、同じニュースの中に「～とのことです」というフレーズが３～

４回出てきたことがあった。これまでもニュースや災害報道のときに使われていたと

思うが、あまりにも使い過ぎると、違和感がある。本当に取材したことなのか、自分

が聞いたことをそのまま伝えているだけで責任逃れのように感じてしまった。もっと
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違う表現で伝えられないか。せめて１つの話題で１～２回にするなど、ルールを作っ

て報道してほしいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫでは「です・ます」で言い切るという指導をしてい

る。「です・ます」ではっきりと伝えることで、正確性、信頼

性にもつながると思うので、意見を参考にしながら、日々表

現には気を付けたいと考えている。 

 

○  ３月２８日(日)のこころの時代～宗教・人生～「なんでやねんと ええやんか」は、

京都精華大学の学長のウスビ・サコさんのお話だった。故郷のマリ共和国で、広い中

庭のある家で、さまざまなタイプの人々に囲まれて育ち、相互扶助、関わり合いの空

間の存在が有用だと話していた。激動の社会のかじ取りをしていく次世代にとって、

さまざまな選択肢を知ることや、たくさんの大人に出会うことに価値があると感じて

いるので、番組から背中を押してもらった気がする。サコさんも、絶対的な解決策の

ない時代に突入するからこそ、本当にそうなのかと問える力が大事だ、自分から発信

することが大切だと語っていて、まるで人生の講義のような番組だと思った。また、

これから「こころの時代」で新シリーズ「瞑想でたどる仏教」が始まると紹介されて

いたが、今の時代に多くの人が心を向けて考えるような番組として期待している。 

 

○  ４月５日(月)のぼくドコ（１）「タイヤの一生」を見た。子ども向けのＳＤＧｓの

番組で、私たちの生活に欠かせないタイヤが最終的にどうなるのかという内容だった。

漫才師のミキの２人とモデルの山之内すずさんが軽妙な会話で、着ぐるみやＣＧを駆

使したドラマを展開して、子どもだけではなく大人も夢中になれる社会科見学のよう

な構成になっていた。１つの物がさまざまな物に形を変えて私たちの生活を支えてい

るということを子どもたちに分かりやすく具体的に伝えていて興味深かった。 

 

○  ４月８日(木)のキソ英語を学んでみたら世界とつながった。（１）「どんなスポーツ

が好き？」を見た。これから語学を学ぶ、英語になじみが薄い人でも親しみが持てる

ような内容だと感じた。スイスのスポーツや食べ物、ポーランドのおもしろい文化な

ど、リモートで海外を訪れる感覚を味わうことができる演出で、タイトルにある「世

界につながる」という番組構成になっていた。演出の工夫に敬意を表したい。ＮＨＫ

の語学番組は、長い歴史があるが、時代の変化に対応しブラッシュアップして再構成

し続けていることがすばらしい。ラジオ第２放送で新設された「小学生の基礎英語」

も聞いているが、話してみたい、伝えてみたいという意欲や興味を醸成する工夫がさ

れていると感じている。ただ、ラジオの放送後、ストリーミングで聴き直そうとした
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ときに、その音声にたどり着くのがとても大変だった。もう少し工程を簡単にしてほ

しいと思った。 

 

○  ４月１０日(土)のＢＳ１スペシャル「福島 幻の銘酒 十年目の復活」(BS1 午後

8:00～8:49)は、東日本大震災で被災した酒蔵が、１０年ぶりに避難先から地元の福

島県浪江町に戻り、地酒を復活するまでを追ったドキュメンタリーだった。杜氏の鈴

木大介さんのふるさとや酒に対する思いが非常によく伝わってきた。震災の１か月後、

遺体捜査のために浪江町に入った消防団員が、鈴木さんの酒蔵の一升瓶が散乱してい

るのを見て、酒蔵の跡地にきれいに並べた。鈴木さんはその様子を写真で見て、前を

向く力をもらったというエピソードや地元の幼なじみから何としても地酒を復活さ

せてほしいという思いも描かれ、番組に厚みを与えていたと思う。ただ気になったの

は、その地酒が復活したのは、米と水だけではなく、酵母の存在も大きかったはずな

ので、その部分にももう少し触れるべきだったのではないかと感じた。 

 

○  最近、ＢＳでリマスター版の番組が増えたことはとてもよかったと思う。何度見て

も「プロジェクトＸ」は胸が熱くなる。「ウルトラセブン」や「ウルトラＱ」もいい。

特に「よみがえる新日本紀行」は、昔と今を比較しながら見ることができ非常に興味

深い。また「ソーイング・ビー３」もおもしろい。海外で作られた番組だが、ユニー

クな番組を買い付けることも大事だと思う。今後ますますユニークな番組を見せてほ

しいと思っている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  多岐にわたる番組への意見をいただき、真摯（しんし）に

受け止めたいと思う。地域局への女性アナウンサーの配属に

ついては、地域に根差して働く職員の採用も行い、人事制度

の改革にも取り組んでいるところだ。多くの女性のアナウン

サーに地域で活躍してもらえるようにしていきたいと思って

いる。また、東日本大震災から１０年、これからの防災減災

の取り組み、社会の課題にしっかり向き合い、多様な角度か

ら伝えていくことは私たちの使命だと思っている。「クローズ

アップ現代＋」が今年度で廃止になるという情報がインター

ネット上の記事に出たが、事実ではない。今後も社会の課題

にしっかり向き合う番組を作り続けていく強い意志を持って

いる。「歴史探偵」についても意見を真摯に受け止める。一つ

一つの番組について、どのような視聴者の方々に、どのよう

な時間帯で、どのような中身で伝えていくのか、視聴者の心
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にどうやって届くのかを常に考えていく。委員の皆さんの声

を受け止め、新しい番組づくりに努めていきたい。 

 

ＮＨＫ仙台拠点放送局 

番組審議会事務局 
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